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中世益田の貿易陶磁調査
A Survey of Trade Ceramics in Masuda in the Medieval Period

MURAKI Jiro, IKEYA Hatsue, ONO Masatoshi, KOIDE Mayumi, SASAKI Kensaku, 
SUZUKI Yasuyuki and MIZUSAWA Kouichi

村木二郎・池谷初恵・小野正敏・小出麻友美・
佐々木健策・鈴木康之・水澤幸一

調査研究活動報告

1．陶磁器調査の目的，経過と方法

（1）陶磁器調査の目的

　益田の中世遺跡は，戦国大名益田氏に関連付けて語られることが多い。三宅御土居跡はその典

型で，益田川対岸の七尾城跡と併せて「益田氏城館跡」として 2004 年に国指定史跡になっており，

中世史研究においては全国的に著名である。しかし出土遺物では益田氏がこの地に移ってくる以前

の中世初頭からこの地が重視されていたことがわかっており，同様に文献資料に残っていない中世
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図1　中世益田の関連遺跡
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前半からの集落遺跡が多々存在している。

　国立歴史民俗博物館では中世の地域社会の動向を，文献史学，考古学，民俗学，歴史地理学など

多分野の協業によって追及することで，新たな歴史像を描こうという目的で，2016 年度から 2018

年度にかけて，共同研究「中世日本の地域社会における武家領主支配の研究」を実施した。考古学

研究班は，高津川・益田川中・下流域で発掘調査された中世遺跡を対象に（図 1），貿易陶磁の全

点調査を実施し，基礎資料を作ることとした。これについては，別途行った琉球における陶磁器調

査が有効であったことから，今後の資料の比較検討のためにも，同一基準・同一手法で実施するこ

ととした。調査の方法や基準については前稿（池谷初恵・小野正敏・岩元康成・小出麻友美・佐々

木健策・村木二郎「中世琉球における貿易陶磁調査Ⅰ」）で述べたが，必要箇所については重複を

厭わず掲載することとする。

　なお，共同研究の過程で概報等により途中経過を報告している。陶磁器点数はそれらと多少異な

るものもあるが，今回の報告をもって正報告とする
（1）

。

（2）陶磁器調査の経過

　調査は，現地での巡見や研究会などと併行して実施したため，長期滞在期間中の数日を陶磁器調

査に充てることが多かった。実質的に調査を実施したのは下記のとおりである。

　第 1 次　2016 年 9 月 3 ～ 5 日　高津川流域関連遺跡・七尾城跡出土陶磁器調査（益田市教育委　

員会）

　第 2 次　2017 年 2 月 10 ～ 13 日　三宅御土居跡・七尾城跡出土陶磁器調査（益田市教育委員会）

　第 3 次　2017 年 7 月 21 ～ 24 日　益田川流域関連遺跡・中須西原遺跡出土陶磁器調査（益田市

教育委員会）

　第 4 次　2018 年 2 月 1 ～ 4 日　屋加田遺跡，中須東原遺跡出土陶磁器調査（益田市教育委員会）

　第 5 次　2018 年 7 月 6 ～ 8 日　中須東原遺跡出土陶磁器調査（益田市教育委員会）

　第 6 次　2018 年 8 月 22 ～ 24 日　沖手遺跡出土陶磁器調査（島根県埋蔵文化財調査センター）

　第 7 次　2019 年 2 月 15 ～ 18 日　沖手遺跡出土陶磁器調査（益田市教育委員会）

　第 8 次　2019 年 8 月 3 ～ 5 日　沖手遺跡出土陶磁器調査（益田市教育委員会）

　また現地調査のほか，国立歴史民俗博物館等で研究会を開催しており，これらの陶磁器調査に関

連した研究報告を行っている。

　第 3 回共同研究会（2017 年 4 月 29 日）国立歴史民俗博物館

　　　　　村木二郎・池谷初恵・小野正敏・佐々木健策・鈴木康之・水澤幸一「陶磁器からみた中

世益田―陶磁器調査経過報告―」

　第 5 回共同研究会（2018 年 3 月 18 日）国立歴史民俗博物館

　　　　　村木二郎・池谷初恵・小野正敏・小出麻友美・佐々木健策・鈴木康之・水澤幸一・李明

玉「陶磁器からみた中世益田 2・小城―陶磁器調査経過報告―」

　第 9 回共同研究会（2019 年 3 月 28 日）国立歴史民俗博物館
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　　　　　村木二郎・池谷初恵・小野正敏・小出麻友美・佐々木健策・鈴木康之・水澤幸一・李明

玉「陶磁器からみた中世益田 3―陶磁器調査報告―」

　第 112 回歴博フォーラム「中世益田の世界」（2019 年 11 月 2 日）島根県芸術文化センター「グ　　

ラントワ」

　　　　　村木二郎「陶磁器からみた中世益田」

（3）陶磁器調査の体制

　陶磁器調査は，資料所蔵機関の協力を得て，村木二郎（国立歴史民俗博物館，第 1 ～ 8 次），荒

木和憲（国立歴史民俗博物館，第 5 次），池谷初恵（伊豆の国市教育委員会，第 1 ～ 6，8 次），小

野正敏（国立歴史民俗博物館名誉教授，第 1 ～ 8 次），小出麻友美（千葉県立中央博物館，第 4，7

次），佐々木健策（小田原城総合管理事務所，第 1 ～ 8 次），鈴木康之（県立広島大学，第 1，2，4

～ 8 次），角野広海（島根県立石見美術館，第 5 次），水澤幸一（胎内市教育委員会，第 1 ～ 4，7，

8 次），李明玉（韓国国立文化財研究所，第 4 次）が参加した（所属は当時のもの）。

　調査にあたっては，益田市教育委員会の木原光氏・長澤和幸氏・中司健一氏・松本美樹氏，島根

県埋蔵文化財調査センターの守岡正司氏にご協力いただいた。記して御礼申し上げます。

（4）陶磁器調査の方法

　調査の方法は，遺跡ごと（遺構ごと）に，出土したすべての貿易陶磁を器種・分類別に分け破片

数を集計する。具体的には，①遺跡（遺構）の大小にかかわらず，②同じ分類基準で，③同じ目で

実物にあたり，④すべての破片数を数える［小野 2005］，という統一した調査過程を経て，別表（表

6）のデータを作成した。小破片で分類を特定できないものは，該当する複数の分類名（表では or

で示した）や，相当する時期幅を記した。また，詳細分類のない皿，盤等は，「～相当」や「～ c.（世

紀）」を付記し，時期の特定ができるようにした。

2．貿易陶磁分類基準と時期区分

（1）基礎となる分類基準

　日本出土の貿易陶磁の分類・年代の位置づけは，出土数の多い大宰府を中心に行われ，1978 年

の横田賢次郎・森田勉の論文「大宰府出土の輸入中国陶磁器について」により，はじめて 9 ～ 14

世紀中葉の白磁・青磁の型式分類と編年が提示された［横田・森田 1978］。続いて 1982 年刊行の

『貿易陶磁研究』No.2 に，森田勉「14 ～ 16 世紀の白磁の型式分類と編年」［森田 1982］，上田秀夫

「14 ～ 16 世紀の青磁碗の分類について」［上田 1982］，小野正敏「15 ～ 16 世紀の染付碗，皿の分類

と年代」［小野 1982］の各論考が掲載され，それぞれの分類と編年案が提示された。さらに，小野

は 15・16 世紀の白磁・青磁・染付の組み合わせによる画期と年代を提示した［小野 1985］。

　1980 年代までの貿易陶磁の分類・編年は，それぞれの種別や時期を限定したものであったが，

国立歴史民俗博物館の編集による『日本出土の貿易陶磁』の集成において，中世全体を通じての貿

易陶磁分類案が示された［国立歴史民俗博物館編 1993・1994］。また，これを受けて静岡県菊川市の
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史跡総合調査報告書で同様の分類・編年案が提示され，静岡県内の中世陶磁器悉皆調査のデータが

集積された［菊川町教育委員会 1999・2000，菊川シンポジウム実行委員会 2005］。

　北九州においては，山本信夫による大宰府編年の再編成が行われ，分類の改訂とともに，各器種

の組み合わせにより 9 ～ 14 世紀を A ～ G 期の 7 期に分ける時期区分がなされ，西日本各地におけ

る汎用の時期区分となっている［山本 2000・2007］。

　以上の分類・編年案を参考に，主に国立歴史民俗博物館分類・菊川市分類に，沖縄地域特有の分

類を追加して作成したのが，前稿で用いた分類である。同一基準で比較検討ができるよう，本稿に

おいてもこの分類を用いることとする（貿易陶磁分類（表 1 ～ 5），貿易陶磁分類参考図（図 6 ～

9）。

（2）時期区分

　今回の調査データを上記の分類基準に基づき，Ⅰ～Ⅵ期の 6 期，小期を含めて 7 段階の時期区分

を行った。時期区分ごとの数値は，表 7 に示した。各時期の年代観は，指標とする分類・編年の年

代に基づいているが，日本国内各地の消費地遺跡の出土状況を考慮し，若干の変更を加えている。

今回の調査で提示する時期区分と年代，指標とする主な分類は以下の通りである。

期 年代 指標とする主な分類

Ⅰ期 11 世紀後半～ 12 世紀中頃 青磁碗 A0　白磁碗Ⅱ・Ⅳ　白磁皿Ⅱ・Ⅳ～Ⅶ

Ⅱ期 12 世紀後半～ 13 世紀前半 青磁碗 A1 ～ 6　青磁同安窯系　白磁碗Ⅴ～Ⅷ　白磁皿Ⅲ

Ⅲ期 13 世紀後半～ 14 世紀前半 青磁碗 B0・B1　青磁折縁皿　白磁碗・皿Ⅸ

Ⅳ a 期 14 世紀後半～ 15 世紀初め 青磁碗 B2・C1・D1　白磁碗枢府系・ビロースクⅢ

Ⅳ b 期 15 世紀前半～中葉 青磁碗 B3・C2・D2　青磁内彎系皿　白磁皿 B　染付碗 B

Ⅴ期 15 世紀後半～ 16 世紀前半 青磁碗 B4・C3・E1　青磁端反皿・稜花皿　白磁碗 C　
白磁皿 C1・C2・E　染付碗 C・D　染付皿 B1・C

Ⅵ期 16 世紀中葉～末 青磁碗 E2　青磁菊皿　白磁皿 D　染付碗 E・F　　　　　
染付皿 B2・E・F

3．調査遺跡の概要

（1）高津川流域の消費地遺跡

　益田の港に流れる河川のひとつ，高津川の中・下流域は，中世の長野荘界隈にあたる。中小路遺

跡を中心に発掘調査が実施されており，中世の陶磁器が出土している。これらは中世の集落遺跡と

考えられる。

　微高地に位置する中小路遺跡は，発掘調査面積も広いため遺構も多数確認されている。それらは

中世以前の，8 ～ 9 世紀代を中心とするもので，大型の掘立柱建物が複数確認できるほか，倉庫と

考えられる総柱建物も見つかっている。建物の向きや遺構の重なりから複数回の建て替えがあった

ようで，長期にわたってこの地が利用されていたことがわかる。そこから出土する遺物には，緑釉
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陶器や陶硯も含まれており，古代官衙関連施設と考えられている。中世の陶磁器にも，白磁四耳壺

や合子，青磁花瓶といった日常生活では使わない特殊な器種が含まれている。周辺の集落遺跡とは

中世段階でも遺物の様相が異なっている。中世陶磁器の量は，Ⅱ期をピークにⅠ～Ⅲ期に集中して

みられるが，Ⅳ期以降は急減している（表 7）。

　周辺には河成遺跡・羽場遺跡・大畑遺跡・家下遺跡・丸山遺跡といった発掘調査面積の小さい集

落遺跡が展開している。丸山遺跡と羽場遺跡からある程度まとまった量の陶磁器が出土しているが，

いずれも中小路遺跡と同様にⅣ期以降は遺物量が減少している。

　下流域の須子に所在する屋加田遺跡の近接地には「古土井」といった地名も残っており，「館」・

「古土居」から来ていると考えられ，領主居館を連想させる。須子は，遠江から西遷してきた内田

氏の一族である下俣賀氏が領する地で，暦応三年（1340）の文書には「須子村内田屋敷」という記

載もある。ただ，発掘調査は極めて狭い面積だったためか，中国産陶磁器は 6 点しか見つからず，

いずれも中世前半のものであった。

（2）東仙道の消費地遺跡

　益田の港に流れるもうひとつの河川である益田川の中流域は，東仙道と呼ばれる山間部である。

調査面積の大きい酒屋原遺跡は，益田川に大きく張り出した段丘上の好立地に営まれ，古代から

この地域一帯の中心地であったと考えられている。建物跡等の目立った遺構は見つかっていない

が，古代の須恵器が多数出土し，そのなかには陶硯も複数含まれており，古代官衙関連遺跡と想定

されている。中世段階の中国産陶磁器も 200 点以上見つかっており，古代以降も継続して利用され

ているが，Ⅲ期以降は遺物量が急減しており中世前半をもって衰退したことがわかる。

　下都茂原遺跡は酒屋原遺跡の少し上流に位置する。緑釉陶器が 20 数点見つかっており，酒屋原

遺跡と共に古代官衙に関連する遺跡と考えられる。中世前半の中国産陶磁器の出土量も酒屋原遺跡

と同傾向である。ただ，Ⅳ b 期にも遺物が集中しているのは異なる点で，この時期は次の大年ノ

元遺跡と併せて検討する必要があろう。

　東仙道地域の南には都茂丸山銅山があり，そこから街道へ出てくる位置に大年ノ元遺跡は所在す

る。ここは古代から中世にかけての集落遺跡で，14 ～ 15 世紀頃に銅を製錬したと考えられている

工房跡も見つかっている。その時期に該当するⅣ期・Ⅴ期の中国産陶磁器も多く出土しており，銅

山に関連した工房集落と評価できる。

　酒屋原遺跡の少し下流側には，上久々茂土居遺跡がある。益田川の段丘上に形成された平坦面

で，三方は崖により切られており，交通の要衝を押さえる要害に立地している。掘立柱建物が数棟

見つかっており，そのなかには三面に庇の付く大型建物もある。「土井」地名の存在からも益田氏

に関連する居館と考えられている。中世前半の遺物は少なく，Ⅳ期に急増する。文献資料によると

上久々茂地域の開発は南北朝期以後とされており，遺物のあり方もそれを支持している。益田川の

対岸に位置する大峠遺跡の遺物の傾向も同様である。

　ほかに龍光遺跡・大石前遺跡・唐干田遺跡からも，中世陶磁器が出土しており集落の存在が指摘

できるが，遺物量はそれほど多くない。



404

国立歴史民俗博物館研究報告
第 245集　2024年 2月

（3）益田本郷の消費地遺跡

　益田川下流域に展開する益田本郷には，益田氏が拠点とした三宅御土居跡と七尾城跡がある。

　三宅御土居跡は，益田川から引いた用水の取水口近くに位置する大規模な平地居館で，1990 年

度から 2015 年度にかけて 28 次にわたって発掘調査が実施されている（図 2）。今回の陶磁器調査

にあたっては，土塁内部の東側を A 地区，西側を B 地区，土塁外部の東西南北を E・W・S・N 区

として地区別にも集計している。三宅御土居跡からは，緑釉陶器や軒丸瓦などの古代官衙関連遺物

も出土しており，益田氏が拠点を置く以前から重視された場所であったことがわかる。

　陶磁器調査では，中国産磁器の総計は 1474 点で，そのうちⅠ～Ⅵ期に年代分類できるものは

1004 点である。その内訳は，Ⅰ期 99 点，Ⅱ期 419 点，Ⅲ期 166.5 点，Ⅳ期 103 点（Ⅳ a 期 35 点，

Ⅳ b 期 68 点），Ⅴ期 186.5 点，Ⅵ期 30 点となる
（2）

。Ⅱ期が第一のピーク，その後やや減少したあと

Ⅴ期に第二のピークが訪れている。第二のピーク時が戦国大名益田氏の活動期に対応している。

　三宅御土居跡から益田川を挟んで対岸に位置する七尾城跡は大規模な山城で，益田平野から港湾

部までを一望にできる。南北朝期から文献資料に登場し，益田氏がここに城郭を構えたと考えられ

ているが，全山が城塞化するのは戦国時代になってからであろう。1992 年度から 1999 年度にかけ

て，山頂部の本丸・二の段跡を中心に発掘調査が行われた。礎石建物跡や瓦葺の門，庭園跡などが

見つかっており，全国的に見ても有力な領主が存在したことが窺える。

　陶磁器調査で数えた中国産磁器は 304 点で，年代分類のできるものは 180 点である。Ⅰ期・Ⅱ期

の資料は全く見つかっておらず，三宅御土居跡とは対照的である。Ⅲ期 4 点，Ⅳ期 27 点（Ⅳ a 期

4.5 点，Ⅳ b 期 22.5 点），Ⅴ期 65 点，Ⅵ期 84 点である。ほかに 15 ～ 16 世紀に位置づけられる年

代分類不明の染付が 35 点ある。遺物は戦国時代のものに集中しており，戦国大名益田氏の拠点と

いえよう。また，三宅御土居跡ではⅥ期の資料が少量であるのに対し，七尾城跡では依然として一

定量の遺物が出土している。戦国時代には両拠点が併用されていたが，特に後半になると七尾城が

より重視されるようになったことが，遺物から理解できよう。なお，発掘調査を実施した地点が山

頂の中心部に集中しているため，文献資料に見られる南北朝期に利用されていた箇所は別の地点で

あった可能性がある。

（4）河口部の港湾遺跡

　中世の益田は日本海流通の一大拠点であった。それを支えたのが，高津川と益田川の河口に位置

する益田の港である。中世前半は沖手（沖手遺跡），後半になると中須（中須西原遺跡・中須東原

遺跡），16 世紀に入ると益田氏の本拠に近い今市（中世今市遺跡）に港が移転した，という大まか

な流れで益田川河口部の港は捉えられてきた。しかし文献資料ではさらに高津川沿いにも港の存在

が確認されるようになり，複数の港が併存して大きな港湾機能を担っていたことがわかりつつあ

る。

　沖手遺跡は益田川河口近くの右岸に広がる港湾集落遺跡で，1998 年度以降 10 数次にわたって，

益田市教育委員会・島根県教育委員会によって調査されている（図 3）。今回の陶磁器調査にあたっ

ても，それぞれの調査区ごとに集計している。集落は道路によって区画された複数の屋敷地から

なっており，港の公的な施設か有力者の住まいと考えられる大型の掘立柱建物も見つかっている。
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礫敷１

礫敷２

図4　中須西原遺跡（益田市教育委員会 2013 より作成）

また町屋と想定される地区には短冊状の建物の並びも見られる。さらに棹秤の分銅からは商人の，

溶解炉や鋳造関連遺物からは鋳物師の存在も窺える。

　陶磁器調査で数えた中国産磁器の総数は 8811 点で，年代分類できた破片数は 6130 点である。内 

訳は，Ⅰ期 1264 点，Ⅱ期 2726 点，Ⅲ期 999 点，Ⅳ期 686 点（Ⅳ a 期 275.5 点，Ⅳ b 期 410.5 点），

Ⅴ期 391 点，Ⅵ期 65 点となる。ほかに 12 世紀の白磁が 532 点，15 ～ 16 世紀の染付が 39 点ある。

Ⅱ期を中心に栄えたため中世前半代に主要な活動期が想定できるが，それ以降も一定量の遺物が出

土しており，長期間にわたって利用された港湾集落と評価できる。

　中須西原遺跡は沖手遺跡よりも河口に近い益田川左岸の遺跡で，海岸砂丘の後背に位置する（図

4）。2007 年度に広範囲にわたって発掘調査が実施され，礫敷きの舟着・荷揚げ場が確認されたた

め，港湾集落遺跡と判明した。15 世紀前半に大規模に整備された礫敷遺構（礫敷 1）は，河道の変

化に伴ってやや小規模な礫敷きに付け替えられており（礫敷 2），15 世紀代に港湾を管理した有力

者の存在を推測させる。礫敷遺構の奥の砂丘上は，道路によって屋敷地が区画されており，多くの

掘立柱建物や倉庫と考えられる方形竪穴建物が見られる。

　陶磁器調査での総計は，中国産磁器 2111 点で，時期を分類できたのは 1557 点である。その内訳

は，Ⅰ期 10 点，Ⅱ期 116 点，Ⅲ期 95 点，Ⅳ期 759 点（Ⅳ a 期 275 点，Ⅳ b 期 484 点），Ⅴ期 504

点，Ⅵ期 73 点である。ほかに 15 ～ 16 世紀の染付が 41 点ある。中世前半代から遺物は見られる
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（中須西原遺跡礫敷１につながる）

図5　中須東原遺跡（益田市教育委員会 2013 より作成）

が，沖手遺跡が繫栄していたⅠ期・Ⅱ期は少なめで，中世後半にかかるⅣ期に沖手遺跡と入れ替わ

るように一気に増加する。ピークはこの時期で，ちょうど大規模に舟着場・荷揚げ場が整備された

時期に相当する。

中須東原遺跡は西原遺跡の東に隣接する。遺跡名称は異なるものの，一連の港湾集落と考えてよ

い。2005 年度から発掘調査が実施され，国指定史跡となって以後も，史跡整備のための調査が行

われている（図 5）。中須東原遺跡でも礫敷遺構が見つかっており，西原遺跡の礫敷 1 から連続す

る西部礫敷のほか，2 か所にも舟着場・荷揚げ場が設けられていた。調査範囲が狭いために集落の

全体像は見えていないが，掘立柱建物もあり，中須西原遺跡と同様に道路で区画された集落が展開

していたと想定される。中須の港湾集落はかなり大規模に広がっていたことになる。

今回の陶磁器調査では，総計 5276 点の中国産磁器を数え，年代分類は 3736 点でできている。内

訳は，Ⅰ期 32 点，Ⅱ期 555 点，Ⅲ期 564.5 点，Ⅳ期 611 点（Ⅳ a 期 156.5 点，Ⅳ b 期 454.5 点），Ⅴ

期 1485 点，Ⅵ期 489 点である。ほかに 12 世紀の白磁が 43 点，15 ～ 16 世紀の染付が 387 点ある。

沖手遺跡がピークを迎えるⅡ期には既に相当量に増加しており，両地点で港湾機能を分担していた

様子がわかる。沖手遺跡で遺物が急速に減り始めるⅢ期にも中須東原遺跡ではそれほど減ることも

なく，西原遺跡のピーク時であるⅣ期も同様で，Ⅴ期に一気に遺物量が跳ね上がる。中須東原遺跡

の東部礫敷遺構は東西 40m に及ぶ最大規模の舟着場・荷揚げ場で，これが 15 世紀後半に構築され
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たと考えられており，まさにこの時期が東原遺跡の最盛期であった。Ⅵ期になると遺物量も減少す

るが，沖手遺跡・中須西原遺跡ほどではなく，中世末期にも港湾集落は維持されていた。

ほかにも専光寺脇遺跡，平田遺跡，浜寄・地方遺跡が調査されているが，以上の 3 遺跡に比べる

と遺物量は少ない。

4．まとめ

　益田の中世遺跡を，中国産の白磁・青磁・染付の分類・カウント調査結果から検討してみた。益

田には多くの中世集落遺跡が存在するが，古代の官衙関連遺跡に系譜をもつ中世集落遺跡のほとん

どは，Ⅲ期には遺物量が落ち込んで中世前半代をもってほぼ消滅する。その代表例は，高津川流域

の中小路遺跡と，益田川流域では東仙道地域の酒屋原遺跡である。益田本郷の三宅御土居跡も，遺

物からみたピークはⅡ期であり，中世前半代のⅢ期あたりから低調になる。

　15 世紀後半以降は，益田本郷の三宅御土居跡と七尾城跡の遺物量が多く，戦国大名益田氏の活

動期に対応している。このように益田の中世遺跡の性格は中世前半と後半で大きく分かれるように

見える。

　しかしこの移行期に機能している東仙道の上久々茂土居遺跡，大峠遺跡，大年ノ元遺跡もある。

ここで高津川流域・東仙道・益田本郷の消費地遺跡全体の陶磁器量を見てみる。総計は 2823 点，

そのうち年代を分類できたものが 2045 点。Ⅰ期 212.5 点，Ⅱ期 748.5 点，Ⅲ期 282.5 点，Ⅳ期 350

点（Ⅳ a 期 142.5 点，Ⅳ b 期 207.5 点），Ⅴ期 333.5 点，Ⅵ期 118 点と，必ずしもⅢ期・Ⅳ期の点数

は少なくなく，底を打つように思われていたⅣ期に至ってはⅢ期よりも多いくらいである。消費地

遺跡についてはまだまだデータの母数が大きくないため，大規模な遺跡調査が行われればこの数値

は大きく変わってくることが予想される。しかし現状ではⅡ期が突出し，Ⅵ期が少ない以外は，コ

ンスタントに遺物が出土していることを確認しておきたい。

　これらの中国産磁器は，博多を経由して益田の港からもたらされたものである。河口部の港湾集

落遺跡のデータからは，沖手遺跡がやや先行して繁栄し中世前半代の中心港であったのに対し，中

須西原・東原遺跡はやや遅れて栄え中世後半代になるとこちらが主体となる。ただし一方が他方を

駆逐するような状況ではなく，複数の港が同時併存して補完しあっていた様子がむしろ見えてき

た。さらに，これら遺跡のデータを合わせると益田に入ってくる陶磁器全体の流れがわかる。総

計は 16217 点，年代分類できたのは 11441 点で，Ⅰ期 1307 点，Ⅱ期 3399 点，Ⅲ期 1659 点，Ⅳ期

2057 点（Ⅳ a 期 707 点，Ⅳ b 期 1350 点），Ⅴ期 2392 点，Ⅵ期 629 点となる。Ⅱ期が突出して多く，

Ⅵ期が少ないが，それ以外はやはりコンスタントに陶磁器が入ってきていることがわかる。

　このように，港湾部における出土遺物と，後背の消費地における出土遺物の動向は見事に連動し

ていることがわかる。西日本海における重要な港湾である益田は，物資が素通りしていくような流

通拠点ではなく，その背後に存在する消費地にも存分に物資を供給する港湾であった。中世益田を

理解するうえで，文献資料にはほとんど見られないこれらの港湾遺跡の存在は，欠かすことのでき

ないものであることが改めて確認できよう。



410

国立歴史民俗博物館研究報告
第 245集　2024年 2月

（ 1 ）――田中大喜編『中世益田現地調査成果概報』1 ～ 3

（2017・2018・2020 年，国立歴史民俗博物館発行）掲載

の村木二郎「陶磁器からみた中世益田―高津川流域―」，

「陶磁器からみた中世益田―益田本郷と東仙道―」，「陶

磁器からみた中世益田―港―」や，第 112 回歴博フォー

ラム「中世益田の世界」報告を基にした田中大喜編『中

世武家領主の世界―現地と文献・モノから探る』（2021

年，勉誠出版）掲載の村木二郎「陶磁器からみた中世益

田」では，陶磁器調査の集計数が確定しておらず暫定数

値を用いていた。

（ 2 ）――陶磁器の数値は破片数で示すが，例えばⅠ期か

Ⅱ期かいずれかに位置づけられるもののそのいずれかが

判断できない資料については，Ⅰ期 0.5 点，Ⅱ期 0.5 点

として計上する。そのため必ずしも整数とならない場合

がある。
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器種 分類名 主な特徴 年代 対応分類 備　考
碗 同安窯系 内面または内外面に櫛描き文を有するもの

A 類 外面に片切彫りの沈線　内面に櫛
描きによる花文

12c. 後葉～
13c. 初頭

横田森田 1978：同・椀Ⅲ類 
山本 2000：同・椀Ⅲ類

B 類 外面無文もしくは細かい櫛目　内
面文様は A 類と同様

12c. 後葉～
13c. 初頭

横田森田 1978：同・椀Ⅰ類 
山本 2000：同・椀Ⅰ類

初期龍泉窯系　　　　
A0 類

外面にヘラによる片切彫りの綫条
文　内面に蓮花唐草文など　櫛描
き文多用

12c. 前半 山本 2000：初期同安・龍泉 
亀井 1992：竜東第Ⅰ段階

龍泉窯系 A 類 劃花文を主体とした一群

A1 類 内外面無文　高台は断面四角形　
高台畳付部および高台内は無釉

12c. 後葉～
13c. 初頭

横田森田 1978：龍・椀Ⅰ－1 類 
山本 2000：龍・椀Ⅰ－1 類

A2 類
内面に草花文を有す　高台は断面
四角形　高台畳付部および高台内
は無釉

12c. 後葉～
13c. 初頭

横田森田 1978：龍・椀Ⅰ－2 類 
山本 2000：龍・椀Ⅰ－2 類

A3 類
ヘラおよび櫛状のもので花文様を
施す　高台は断面四角形　高台畳
付部および高台内は無釉

12c. 後葉～
13c. 初頭

横田森田 1978：龍・椀Ⅰ－3 類 
山本 2000：龍・椀Ⅰ－3 類

A4 類

2 本の沈線によち体部内面を分割
し，その中に飛雲文などを描く　
高台は断面四角形　高台畳付部お
よび高台内は無釉

12c. 後葉～
13c. 初頭

横田森田 1978：龍・椀Ⅰ－4 類 
山本 2000：龍・椀Ⅰ－4 類

A6 類

外面に蓮弁を削りだし，その上に
縦に櫛目を入れるもの　高台は断
面四角形　高台畳付部および高台
内は無釉

12c. 後葉～
13c. 初頭

横田森田 1978：龍・椀Ⅰ－6 類 
山本 2000：龍・椀Ⅰ－6 類

龍泉窯系 B 類 蓮弁文の一群

B0 類
幅の狭い蓮弁文　高台の断面は細
く尖る　高台内外全面施釉後，高
台端部のも釉をかきとる

13c. 末葉～
14c. 前半

横田森田 1978：龍・椀Ⅲ類 
山本 2000：龍・椀Ⅲ－2C 類 
上田 1982：A－Ⅰ類

B1 類 高台は断面四角形　高台畳付部お
よび高台内は無釉

13c. 中葉～
14c. 前半

横田森田 1978：龍・椀Ⅰ－5 類 
山本 2000：龍・椀Ⅱ類 
上田 1982：B－Ⅰ類

B2 類 高台端部外面斜めの面取り　畳付
部・高台内は無釉

14c. 末～
15c. 中葉 上田 1982：B－Ⅱ類

B3 類 線描きは片切彫りまたは丸彫り　
高台内途中まで施釉

15c. 2/4 ～ 
3/4 上田 1982：B－Ⅲ類

B4 類
線描きはヘラ先による　高台内途
中まで施釉，もしくは全面施釉後
外底を輪状に削りとる

15c. 後半～
16c. 1/4 上田 1982:B－Ⅳ類

龍泉窯系 C 類 口縁部に弦文帯，雷文帯を巡らせる一群　口縁部は直口型　

C1 類

口縁部に条線文を巡らし数ヶ所を
斜線で画する　弦文ともよばれる　
高台は断面四角形で高く，釉は外
面まで

14c. 後半 上田 1982：C－Ⅰ類

C2 類

外面口縁部に雷文帯，体部下半に
ラマ式蓮弁文を有するもの　高台
内途中まで施釉，もしくは全面施
釉後外底を輪状に削りとる

15c. 前～中
葉 上田 1982：C－Ⅱ類

詳しくは 15c. 2/4 ～
3/4　
友ヶ島（1450～1470）
が参考文明年間

C3 類 口縁部に退化した雷文帯を残す小
形碗　高台内途中まで施釉 16c. 前半 上田 1982：C－Ⅲ類

龍泉窯系 D 類 無文の端反碗の一群

D1 類

大型のもので高台と高台内に釉が
かからないもの　口縁部も比較的
薄いシャープなつくりで釉は薄く
透明感がある　高台の施釉は高台
外面までで，外底は無釉

14c. 後半～
15c. 前葉
(はじめ  
1/4)

上田 1982：D－Ⅰ類

D2 類
小型のもので高台に釉がかかる　
口縁部は玉縁風に厚い　口縁端部
は丸く釉が厚い　

15c. 中葉～
後半（はじ　
め）

上田 1982：D－Ⅱ類 詳しくは 15c. 2/4 ～
3/4　

表1　青磁碗・皿分類表（1）
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器種 分類名 主な特徴 年代（案） 対応分類 備　考　（メモ）
碗 龍泉窯系 E 類 無文の直口形碗の一群

E1 類
見込みに印花文が入るものあり　
高台内途中まで施釉，もしくは全
面施釉後外底を輪状に削りとる

15c. 中葉～
16c. 前半 上田 1982：E 類

E2 類 C3 類と同器形で，高台内途中ま
で施釉 16c. 代 上田 1982：E 類　新

皿 同安窯系 内底面に櫛描き文を有するもの 12c. 後葉～
13c. 初頭 横田森田 1978：同・皿Ⅰ類

劃花文皿 内底面に劃花文を有するもの 12c. 後葉～
13c. 初頭 横田森田 1978：龍・皿Ⅰ類

折縁皿

口縁部が折れ，ほぼ水平近くに開
くもの　内・外面に蓮弁文を有す
もの，無文のもの，内底面に双魚
文をもつ例などがある

13c. 後半～
14c. 前半

横田森田 1978：龍・坏Ⅲ－2・3・
4 類

文様の有無や文様構
成により碗に準じて，

「折縁皿無文」，「折縁
皿蓮弁文 B2」などと
細分が可能

腰折皿 体部下位が屈曲するもの 13c. 末葉～
14c. 前半 横田森田 1978：龍・坏Ⅲ－1 類

内彎皿 体部から口縁部にかけて内彎する
もの 15c. 中葉

端反皿 口縁部が外反するもの 15c. 中葉～
後半

腰折丸皿 腰部で折れ，口縁部は外反または
直線的に開く 15c. 中

稜花皿
腰部で折れ，口縁部は外反する　
口縁部が稜花形を呈し内面に櫛描
き波状文が入る例が多い

15c. 後半～
16 初

菊皿 型押しの菊花形の皿 16c. 中葉～
後 天文年間から

碁笥底皿 底部が碁笥底状を呈す 15c. 後半～
16c.

盤 分類ナシ

表2　青磁碗・皿分類表（2）

＊中世前期は横田森田分類，後半は小野分類と森田分類を採用　　＊碗・皿Ⅱ～Ⅸ類は博多年代　

器種 分類名 主な特徴 年代（案） 対応分類 備　考
碗

Ⅱ類
いわゆる玉縁碗の一群で小さな玉
縁口縁　釉は黄色味を帯びる　広
東系

11c. 後半～
12c. 前半

横田森田 1978：椀Ⅱ類 
山本 2000：椀Ⅱ類

東国は 12c. 後半まで
残る

Ⅳ類

いわゆる玉縁碗の一群で大きな玉
縁口縁　胎土は粗く灰色気味　高
台は幅広で削出しが浅いため底部
が肉厚になる　福建系

11c. 後半～
12c. 前半

横田森田 1978：椀Ⅳ類 
山本 2000：椀Ⅳ類

東国は 12c. 後半まで
残る

Ⅴ類
いわゆる端反碗の一群　高台は細
く高く直立　口縁部は外反もしく
は屈曲して水平　福建系

11c. 後半～
12c. 前半　
ただし，Ⅴ
－4 は 12c.
中～後

横田森田 1978：椀Ⅴ類 
山本 2000：椀Ⅴ類

東国は 12c. 後半まで
残る
Ⅴ－4 は 13c. 初頭ま
で

Ⅵ類 いわゆる端反碗の一群　高台は比
較的細く低いもの　中形の碗

11c. 後半～
12c. 前半

横田森田 1978：椀Ⅵ類 
山本 2000：椀Ⅵ類

東国は 12c. 後半まで
残る

Ⅶ類
いわゆる端反碗の一群　高台は比
較的細く低い　体部は内彎，口縁
は外反，青白磁に類似

12c. 中～後
半

横田森田 1978：椀Ⅶ類 
山本 2000：椀Ⅶ類

東国は 13c. 初頭まで
残る可能性

Ⅷ類

いわゆる端反碗の一群　高台は比
較的細く低い　見込みの釉を輪状
にかきとる　口縁は外反，水平，
直口など　（口縁ではⅤ類と区別
できない）

12c. 中～後
半

横田森田 1978：椀Ⅷ類 
山本 2000：椀Ⅷ類

東国は 13c. 初頭まで
残る

Ⅸ類 いわゆる口禿碗の一群　口縁部の
釉をかきとり口禿とする

13c. 中～
14c. 初頭

横田森田 1978：椀Ⅸ類 
山本 2000：椀Ⅸ類

枢府系

体部は内彎　口縁部は外反または
直口　高台畳付部は幅広で，外側
下端は面取り　釉は高台外面下端
までかかり，高台内は無釉　内面
に緻密な型文を有す例が多い　同
タイプで皿と坏あり

14c. 中葉～
後半

森田 1982：B・B’群 
山本 2000：椀 B 類

表3　白磁碗・皿分類表（1）



414

国立歴史民俗博物館研究報告
第 245集　2024年 2月

＊中世前期は横田森田分類，後半は小野分類と森田分類を採用　　＊碗・皿Ⅱ～Ⅸ類は博多年代　

器種 分類名 主な特徴 年代（案） 対応分類 備　考　（メモ）
碗

浦口窯系
比較的薄手で，口縁部が直口型　
内底面輪状釉剥ぎまたは露胎とな
る　今帰仁タイプ含む

13c. 後半～
14c. 前半

金武 2007 
金武・田中 2009

ビロースク
タイプ 厚手の内彎器形　高台畳付部は幅広で水平に切る　釉は外面体部下位～高台脇まで施釉される

0 類 ビロースクタイプⅠ類に先行する
タイプ（田中 2009） 13c. 後半？ 田中 2009

Ⅰ類 口唇尖る　口縁下内面に圏線　内
面櫛描き文あり

13c. 末～
14c. 初頭に
琉球に入る　
14c. 前半～
中葉にピー
ク

金武・田中 2009

Ⅱ類 内彎　見込みに小さな印花文 金武・田中 2009

Ⅲ類 外反　見込みは平坦で，大きな印
花文

14c. 後半～
15c. 前半 金武・田中 2009

C 群 端反碗　端反皿 C 群と同時期 15c. 後半～
16c. 前半 森田 1982：E 群に含まれる

X タイプ
( 住屋 )

口縁部は外反　高台畳付部は平坦
で外側は面取り　外面高台脇まで
施釉し高台内は無釉　内底面の釉
は輪剥ぎ

現状では
不明

今帰仁 ( 金武 )& 瀬戸 2014：
青磁幅広高台タイプ 16c. 代

Y タイプ
( 住屋 )

体部は内彎気味に立ち上がり，口
縁部は直口またはやや内彎　高台
は X よりもやや細く，高台外側
は削らない外面高台脇まで施釉し
高台内は無釉　内底面の釉は輪剥
ぎ　

現状では
不明

Y’タイプ
( 住屋 )

Y より高台径が小さく断面が細め　
高台外側は削らない外面高台脇ま
で施釉し高台内は無釉　内底面の
釉は輪剥ぎ　（口縁形状不明）　

現状では
不明

Y 大タイプ
( 住屋 )

Y より高台径が大きい　高台外
側は削らない　外面高台脇まで施
釉し高台内は無釉　内底面は露胎　

（口縁形状不明）　

現状では
不明

皿 Ⅱ類 口縁，高台，胎土，釉は碗Ⅳ類と
同様　福建系

11c. 後半～
12c. 前半

横田森田 1978：皿Ⅱ類 
山本 2000：皿Ⅱ類

東国は 12c. 後半まで
残る

Ⅲ類
高台を有するもの　口縁は直口か
やや外反　見込みの釉を輪状にか
きとる

12c. 中頃 横田森田 1978：皿Ⅲ類 
山本 2000：皿Ⅲ類

Ⅳ類
平底を呈するもの　口縁は外反　
底部はわずかに高台状に削り出す　
広東系

11c. 後半～
12c. 前半

横田森田 1978：皿Ⅳ類 
山本 2000：皿Ⅳ類

東国は 12c. 後半まで
残る

Ⅴ類
全体に器壁が薄く，体部は直線的
に開く　体部下位は無釉か全面施
釉後けずりとり　広東系

11c. 後半～
12c. 前半

横田森田 1978：皿Ⅴ類 
山本 2000：皿Ⅴ類

東国は 12c. 後半まで
残る

Ⅵ類 平底を呈するもの　底部は上げ底
状　体部に段を有す

11c. 後半～
12c. 前半

横田森田 1978：皿Ⅵ類 
山本 2000：皿Ⅵ類

東国は 12c. 後半まで
残る

Ⅶ類 底部外面をわずかに削り込み小さ
な高台状とする

11c. 後半～
12c. 前半

横田森田 1978：皿Ⅶ類 
山本 2000：皿Ⅶ類

東国は 12c. 後半まで
残る

Ⅷ類
平底を呈するもので，体部が屈曲
し，底部は平底　見込みに草花文
を施す例がある

12c. 中頃～
後半

横田森田 1978：皿Ⅱ類 
山本 2000：皿Ⅷ類

東国は 13c. 初頭まで
残る

Ⅸ類 いわゆる口禿皿の一群　平底で口
縁部が口禿となる

13c. 後半～
14c. 初頭

横田森田 1978：皿Ⅸ類 
山本 2000：皿Ⅸ類

B 群 抉り高台，内底面に溶着婚を残す　
盃・面取盃も同時期 15c. 前半 小野 1985：皿 B 群　 

森田 1982：D 群に含まれる
C 群 端反皿の一群

1 群 古手のもの 15c. 後半 小野 1985：皿 C 群 
森田 1982：E 群に含まれる

2 群 新手のもの 16c. 前半 小野 1985：皿 C 群 
森田 1982：E 群に含まれる

D 群 型押しの菊花文 16c. 中葉～
後 森田 1982：E 群に含まれる 天文年間から

E 群 いわゆる碁笥底の一群で体部が開
いて内彎気味の口縁のもの 16c. 前半 森田 1982：E 群に含まれる

表4　白磁碗・皿分類表（2）
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器種 分類名 主な特徴 年代（案） 対応分類 備　考
碗

A 群
端反碗　口径に比して高台小さい　
ラマ式蓮弁文・牡丹文・宝相華唐
草文などの文様がある

14c. 中～後 小野 1982：染付碗 A 群
いわゆる元染の碗，枢
府と同じで厚い削り出
しの高台

B 群
端反碗の一群　高い高台内を施釉
する　内底面に梅月・ねじ花・福
字・寿字などの文様がある

15c. 中頃～
3/4 小野 1982：染付碗 B 群 内彎の削り出し高台も

あり

C 群
蓮子碗の一群　高台内が凹形に窪
み，開いた器形である　内底面に
蓮花・法螺貝などの文様がある

15c. 3/4 ～
16c. 1/4 小野 1982：染付碗 C 群

D 群 直口碗の一群　内底面が平坦で広
い

15c. 後半～
16c. 初頭 小野 1982：染付碗 D 群

E 群

饅頭心型の一群　内底面が盛り上
がり，高台畳付部に砂が付着する
ものがある　高台内に大明年造・
天下太平などの文字がある

16c. 中葉～
16c. 後葉 小野 1982：染付碗 E 群 天文年間から

F 群 慶長頃　志野等とセットで出土
（大阪状例）

16c. 末～
17c. 初頭 小野 1982：染付碗 F 群 16c. 中からの鍔皿もあ

り
皿

B1 群
端反皿の一群で古手のもの　器壁
がやや厚く，内底面に十字花文・
玉取獅子などの文様がある

15c. 後半～
16c. 初頭

（1/4）
小野 1982：染付皿 B1 群

B2 群
端反皿の一群で新手のもの　器壁
が薄く，大明年造・天下太平など
の文字がある

16c. 中葉 小野 1982：染付皿 B2 群

C 群

碁笥底の一群　体部が開いて内彎
きみの口縁をもつ　内底面に花
鳥・ねじ花・梵字などの文様があ
る

15c. 後半～
16c. 初頭

（1/4）
小野 1982：染付皿 C 群 16c. 後半の一群あり

E 群
器高が低く体部が内彎する　内底
面に蟹・獅子・山水人物・文字な
どの文様がある

16c. 中葉～
16c. 後葉 小野 1982：染付皿 E 群 天文年間から

F 群 鍔皿　 16c. 後半～
17c. 初頭

芙蓉手文様は 16c. 末～
17c. 初頭

表5　染付碗・皿分類表
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図6　貿易陶磁分類図　青磁碗

（代表的なもののみ掲載  詳細は対応する文献を参照）

同安窯系碗 A類 同安窯系碗 B類

龍泉窯系碗 A1類 龍泉窯系碗 A2類 龍泉窯系碗 A3類

初期龍泉窯系碗 A0類

龍泉窯系碗 A4類 龍泉窯系碗 A6類 龍泉窯系碗 B0類

龍泉窯系碗 B1類 龍泉窯系碗 B2類

龍泉窯系碗 B3類 龍泉窯系碗 B4類

龍泉窯系碗 C1類

龍泉窯系碗D1類 龍泉窯系碗D2類

龍泉窯系碗 E1 類 龍泉窯系碗 E2 類

龍泉窯系碗 C2類 龍泉窯系碗 C3類
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図7　貿易陶磁分類図　青磁皿・白磁皿

（代表的なもののみ掲載  詳細は対応する文献を参照）

青磁同安窯系皿 青磁劃花文系皿

青磁蓮弁文折縁皿

青磁腰折皿 青磁内彎皿

青磁無文折縁皿

青磁稜花皿

青磁端反皿

白磁皿Ⅱ類 白磁皿Ⅲ類 白磁皿Ⅳ類

白磁皿Ⅴ類 白磁皿Ⅵ類 白磁皿Ⅶ類

白磁皿Ⅷ類

白磁皿Ⅸ類 白磁皿Ｂ群

白磁皿D群 白磁皿 E群

白磁皿Ｃ１群 白磁皿Ｃ2群

白磁面取杯Ｂ群
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図8　貿易陶磁分類図　白磁碗

（代表的なもののみ掲載  詳細は対応する文献を参照）

Ⅴ類Ⅳ類Ⅱ類

Ⅴ-4 類 Ⅶ類Ⅵ類

Ⅷ類

C群

Ⅸ類

Xタイプ Yタイプ

枢府系

ビロースク０類

ビロースクⅠ類

ビロースクⅡ類 ビロースクⅢ類

浦口窯系
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（代表的なもののみ掲載  詳細は対応する文献を参照）

染付皿 F類

染付碗 C類

染付碗D類

染付碗 E類

染付碗 F類

染付碗 B類

染付碗 A類

染付皿 B1類

染付皿 B2 類

染付皿 C類

染付皿 E類

図9　貿易陶磁分類図　染付碗・皿
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表6　貿易陶磁集計表（1－1）　
－高津川流域－ －東仙道－ －益田本郷－

産地 種類 器種
　　　　　　　遺跡名

分類

河成 羽場 中小路 大畑 家下 丸山 屋加田 計 上久々
土居跡 大峠 酒屋原 龍光 下都茂

原 大石前 大年ノ
元 唐干田 計 三宅御

土居
A 地区 B 地区 N

中国 青磁 碗 同安窯系 2 4 8 1 18 1 34 1 14 14 1 30 29 48 22
A0（初期同案・竜東系） 0 0 12 1 2
A1 2 1 3 0 6 5
A2 1 1 11 2 1 1 17 4 1 3 8 7 8 9
A2 or A4 2 2 0 8 3 4
A3 1 2 3 0 5
A4 3 11 1 15 1 2 3 13 7 6
A6 0 1 1 6 2
A 不明 2 16 1 6 25 3 1 1 5 30 23 7
B0 1 1 2 2 2 6 6 2
B1 1 33 2 1 5 1 43 5 1 7 7 1 11 3 35 34 18 20
B2 3 2 1 6 2 1 3 6 1
B3 1 1 2 2 4 1 9
B4 4 4 4 5 3 1 10 23 10 11 2
B4 ？ 0 0
B4 or E1 0 0
C1 0 0
C2 1 1 2 1 2 1 2 6 3 8
C2 ？ 0 2 2
C2 or B3 0 0
C3 0 0
D1 0 58 7 3 16 84 8 9 2
D1 ？ 0 0
D1 or D2 1 1 14 1 15
D1 or E1 0 0 1
D2 4 4 19 5 6 1 23 2 8 64 3 3 3
D2 人形手 0 1 3 4
D2 ？ 0 3 3
D2 or E1 0 1 1 2
E1 1 2 3 2 1 1 4 2 8 1
E1 ？ 0 0
不明 8 8 16 13 4 1 1 19 54 75 16 18

小碗 B1 0 0
B0 0 0
D1 0 0
D2 0 0
E1 0 0
不明 0 0 1

皿 同安窯系 6 3 9 12 8 6 26 14 15 10
劃花文系 3 3 1 7 1 3 2 6 2 2 2
折縁皿 B0 相当 0 1 1 2
折縁皿 B2 相当 0 1 1
折縁皿 15c. 0 1 1
折縁皿 0 1 4 5 1
折縁皿 D1 相当 0 0
端反皿 D1 相当 0 0
端反皿 D2 相当 0 2 2
端反皿 0 1 1 2
腰折皿 0 0
腰折丸皿 0 0
内彎皿 B3 相当 0 0
内彎皿 D2 相当 0 0
内彎皿 15c. 0 0
内彎皿 0 0 1
稜花皿 0 1 1 2 7 2 3
腰折皿 or 稜花皿 0 0
腰折丸皿 or 稜花皿 0 0 1 1
菊花皿 0 0
菊皿 0 0 3
碁笥底皿 0 0
小皿 0 0
不明 D1 相当 0 0
不明 D2 相当 0 0 1 2
不明 1 1 2 2 3 2 2

盤 折縁 0 1 1 6 1 1
稜花 0 0
D2 相当 0 0
不明 1 1 2 2 2 13 2 2

小盤 D2 相当 0 0
不明 0 0 1

鉢 腰折 14c. 0 0
14c. 0 0
不明 0 1 1 2

小鉢 0 1 1 1
浅鉢 0 0
大皿 0 0
小杯 面取り 0 0

不明 0 0 1
馬上杯 0 0 1
香炉 0 1 1 2 4
花瓶 1 1 0 2
花生 0 0
合子 0 0
水注 0 0
壺・瓶 不明 0 0 1
酒会壺 0 0 1
小壺 0 0
袋物 0 1 1
水滴 （型物） 0 0
蓋 0 0
不明 3 3 1 1 37 19 6

青　磁　計 6 14 117 9 9 38 3 196 125 43 63 2 60 9 105 3 410 360 235 130
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表6　貿易陶磁集計表（1－1）つづき　
－益田本郷－ －港湾関連－

三宅御
土居 七尾城 計 沖手

W S E 不明 計 県 1 区 県 2 区 県 3 区 県 4 区 県 5 区 県 1・
2 区境

県 2 ～
4 区

県不
明 市 1 区 市 2 区 市 3 区 市 4 区 市 5 区 市 6 区 市 7 区 市 8 区 市 9 区 市 10

区
市 11
区

1 2 102 102 102 33 16 37 10 2 2 5 36 40 60 26 6 3 55
1 16 16 16 1 2

11 11 11 4 5 1 1 1 1 1 2 6 5 2 5
24 24 24 24 54 32 9 3 10 29 36 13 1 1 42

1 16 16 16 2 7 3 2 4 5 1 7
5 5 5 2

3 1 30 30 30 4 12 2 3 1 1 2 5 7 11 2 4 14
8 8 8 1 2 2 3 2 4

1 3 64 64 64 44 123 18 24 6 3 3 16 14 24 26 11 10 43
2 16 16 16 2 2 1 1 2 2 3 2 3 2

2 2 4 80 80 4 84 52 51 45 37 1 7 1 9 39 75 90 78 23 29 70
7 7 2 9 2 2 5

10 10 2 12 2 1 1 2 1
1 1 25 25 6 31 2 2 7 6 1 1 1 8 5 4 12

0 0 1
0 0 1
0 0 1

1 12 12 3 15 2 5 2 1 4 4 8 4 2 8 5
1 1 1 1 1

0 0 2 2
0 0

4 23 23 23 6 7 14 30 1 12 23 20 17 22 35 25
0 0 4 3 1 1
0 3 3 1 1 1 1 2 1

6 7 7 7 1
9 9 6 15 6 5 7 22 1 3 4 23 16 14 11 21 20
0 0 2 1 1 1
0 1 1
0 2 2 5 4 4

11 11 3 14 5 4 3 5 5 3 1 1 1 3
0 2 2 1 1 1

1 1 2 29 142 142 5 147 32 33 40 24 2 4 1 5 5 55 113 124 76 9 12 106
0 0 1 1 1
0 0
0 0
0 0 1
0 0
1 1 1

1 1 2 43 43 43 28 93 14 13 1 1 9 2 9 19 39 37 5 5 34
2 8 8 8 2 2 1 1 2 1 1 1

2 2 2 1 2 1 2
0 0
0 0

1 2 2 2 1 1 1 1 1
0 0 1 1 1
0 0 1 1 1 1 1
0 0 3 1 2 3 5
0 0 1 1 1 1 2
0 0 1 1
0 0 2
0 0
0 0 1 1
0 0
1 1 1

1 1 1 15 15 15 2 1 2 1 5
0 0 1
2 2 2 1
0 0
3 3 6 9
0 0 2 1

1 1 1 1
0 0 1 1 1

1 4 4 4 1 1 1 2
7 7 1 8 2 1 1 2 2 2 1 1 1
8 8 8 1 1
0 0 1 1 1
0 0

1 18 18 18 8 1 1
0 1 1
1 1 1 1
0 0
0 0

1 1 1 1 1 1
1 1 1
0 0 1 1 1
0 0 1
0 0
1 1 1 1

1 2 2 2
3 7 7 7 2 1 1

2 2 2
0 0 1
0 0 1
0 0 1
1 1 1 4
1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1
0 2 2
0 0
0 0

1 9 72 72 72 6 7 4 2 5 2 2
2 10 10 77 824 824 49 873 275 427 257 225 1 1 7 35 3 9 33 1 202 388 461 328 107 151 483
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表6　貿易陶磁集計表（1－2）　
－港湾関連－

産地 種類 器種
　　　　　　　遺跡名

分類

中須東原
市 5 ～
7 区

市 6・
7 区

市 7・
8 区

市 9・
10 区 市区外 市ナフ

コ 市不明 沖手計 西区北
部

西区中
部

東区北
部

西区南
西部

西区南
部

10 次
調査 Ａ区 Ｂ区 Ｃ区 Ｄ区 Ｅ区 Ｇ区

中国 青磁 碗 同安窯系 3 3 76 5 418 11 65 3 7 13 19 1 4 2 1
A0( 初期同安・竜東系） 3 1 1 1 1
A1 8 42 1 3 2 2
A2 1 1 23 4 283 14 36 13 3 10 5 1 1
A2 or A4 31
A3 2 2 1
A4 2 1 17 1 89 5 12 3 4 4 1
A6 1 15 1 1
A 不明 3 3 5 376 10 47 4 8 12 8 1 1 6 2
B0 20 3 2 1 5 2 1 1
B1 2 1 1 1 29 8 649 18 113 27 12 26 61 9 14 2 1 4
B2 9 1 4 1 1 5 12
B3 7 1 3 2 1
B4 49 8 49 3 5 61 90 1 1 2 1 21
B4 ？ 1 1
B4 or E1 1 1 1
C1 1
C2 45 1 16 10 3 4 6 2
C2 ？ 1 1 1 1
C2 or B3 4
C3 0 4 2
D1 2 1 4 2 221 5 21 14 8 20 21 1 1 2 4
D1 ？ 9 4 4
D1 or D2 1 1 9 1
D1 or E1 1 2 1 2
D2 3 156 1 17 10 2 16 42 2 12 7
D2 人形手 5 2 1 2 2 1
D2 ？ 0 1
D2 or E1 13
E1 31 4 12 1 3 16 19 2 2 1
E1 ？ 3
不明 2 1 12 65 20 741 54 232 46 63 156 159 2 3 10 5 5 16

小碗 B1 3 1 1
B0 0 1
D1 0 1 1
D2 1
E1 0
不明 0 1 2 2

皿 同安窯系 1 7 41 6 364 6 67 3 9 6 8 2 1
劃花文系 2 13 1 2 2 1 4 1 1
折縁皿 B0 相当 6 4 2 1
折縁皿 B2 相当 0 3 4
折縁皿 15c. 0 3 1 2 3
折縁皿 1 6 2 1 3 4 1 1
折縁皿 D1 相当 3
端反皿 D1 相当 5
端反皿 D2 相当 14 4 13 1 1 16 12 2 1 5
端反皿 6 1 4 6 1
腰折皿 2 1 1
腰折丸皿 2 1
内彎皿 B3 相当 0 1
内彎皿 D2 相当 2 1 5 1
内彎皿 15c. 0 2 2
内彎皿 0 1 3 4 2 5 2 6
稜花皿 1 12 2 18 2 5 8 24 4 2 1 8
腰折皿 or 稜花皿 1
腰折丸皿 or 稜花皿 1
菊花皿 0 1 2
菊皿 0 1 2 1 3 1
碁笥底皿 3 2
小皿 0 1
不明 D1 相当 3 2 1
不明 D2 相当 5 1 1 1
不明 3 1 17 2 4 1 1 8 8 1 3

盤 折縁 1 3 2 1 2 6 1 1
稜花 3
D2 相当 0 1
不明 10 3 1 1

小盤 D2 相当 0 2
不明 1 1 2 1 1 2 2

鉢 腰折 14c. 0 1
14c. 0 2
不明 2 1

小鉢 0 2 1
浅鉢 3
大皿 1
小杯 面取り 0 1

不明 1 1 1
馬上杯 0
香炉 4 1 3 1
花瓶 0
花生 1
合子 1 1 1
水注 1 1
壺・瓶 不明 4 1 1 1 1
酒会壺 0
小壺 4
袋物 0 1 1
水滴 （型物） 0 1
蓋 1 1
不明 1 29 5 14 8 10 5 6

青　磁　計 7 8 1 0 30 277 56 3773 158 796 164 153 453 570 7 26 60 23 15 87
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表6　貿易陶磁集計表（1－2）つづき　

沖手 中須
東原

中須
西原

専光
寺脇 平田 浜寄 ･

地方 計 総 計

Ｈ区 Ｉ区 Ｊ区 Ⅰ区 Ⅱ区 区外グ
リッド 不明 計

3 1 3 133 418 133 20 1 572 738
4 3 4 7 23

1 9 42 9 1 52 66
2 1 86 283 86 15 1 385 434

0 31 5 36 54
3 2 3 5 13

2 1 1 2 35 89 35 15 139 187
2 15 2 1 18 27

1 1 101 376 101 20 497 591
1 16 20 16 7 43 63

1 2 1 2 2 1 296 649 296 44 989 1151
24 9 24 24 57 75

1 8 7 8 6 1 22 39
2 5 1 1 5 3 259 49 259 90 1 399 457

1 2 1 2 4 7 7
2 1 2 3 3
0 1 3 4 4

1 43 45 43 24 112 135
3 1 3 3 7 10
0 4 1 5 5

1 7 7 7 14 14
2 3 3 105 221 105 186 512 619

8 9 8 34 51 51
1 9 1 7 17 36
5 1 5 1 7 14

2 1 1 2 2 1 118 156 118 192 466 549
1 9 5 9 3 17 21

1 1 15 16 20
0 13 2 15 19

1 1 62 31 62 24 117 138
0 3 6 9 11

12 1 4 6 16 1 791 741 791 345 1877 2086
2 3 2 2 7 7
1 1 1 2 2
2 2 2 2
0 1 1 1
0 1 1 1

5 10 10 3 13 14
1 2 2 3 110 364 110 14 488 566

12 13 12 3 28 49
7 6 7 6 19 22
7 7 7 8
9 9 9 10

12 6 12 5 23 30
0 3 3 3
0 5 5 10 10

2 1 58 14 58 24 96 98
1 13 6 13 34 53 55

1 3 2 3 3 8 8
1 2 1 6 9 9
1 1 1 2 2
7 2 7 3 12 12
4 4 3 7 7

1 24 24 20 44 45
1 1 1 2 79 12 79 111 1 203 220

0 1 1 1
0 1 1 2 4
3 3 3 3

1 9 9 9 18
2 3 2 5 5
1 1 1 2
3 3 3 1 7 7

1 4 5 4 3 12 16
1 1 30 17 30 23 70 81

1 14 3 14 16 33 42
0 3 3 3
1 1 2 3 3

2 7 10 7 24 41 63
2 2 2 3
9 1 9 6 16 17
1 1 1 1
2 2 2 2
1 2 1 6 9 12
3 3 1 4 6
0 3 3 3
0 1 3 4 4
1 1 1 1
2 1 2 3 4
0 2
5 4 5 2 11 20
0 3
0 1 1 1
2 1 2 3 3
1 1 1 2 2
4 4 4 3 11 12
0 1
0 4 1 5 6

1 1 4 4 4 7
1 1 1 1
0 1 1 1

2 1 5 1 57 29 57 27 113 189
18 38 3 23 15 44 11 2664 3773 2664 1468 1 5 0 7911 9390
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表6　貿易陶磁集計表（2－1）　
－高津川流域－ －東仙道－ －益田本郷－

産地 種類 器種
　　　　　遺跡名

分類

河成 羽場 中小路 大畑 家下 丸山 屋加田 計 上久々
土居跡 大峠 酒屋原 龍光 下都茂

原 大石前 大年ノ
元 唐干田 計 三宅御

土居
A 地区 B 地区 N

中国 白磁 碗 Ⅱ 1 1 2 2 2 1 1
Ⅳ 1 9 25 2 1 4 3 45 35 1 10 5 51 35 6 6
Ⅳ or Ⅴ 0 16 16
Ⅴ 3 20 8 31 1 51 4 7 1 64 26 20 16
Ⅴ？ 1 2 3 1 6 7 2 3
Ⅴ -4 5 5 0 3 2
Ⅴ or Ⅷ 0 0 1 4
Ⅵ 0 0
Ⅶ 0 0 1
Ⅷ 1 4 5 1 1 2 2 3 2
Ⅸ 2 1 3 0 1 2 1
浦口窯系 0 0
ビロースクⅡ 0 0
ビロースクⅢ 1 1 0 1
ビロースク不明 0 0 1
端反碗 0 0 1 1
不明 12c. 0 0 2
不明 19 19 26 2 28 31 7 16

皿 Ⅱ 0 0
Ⅲ 0 0 1 3
Ⅳ 1 3 4 0
Ⅴ 3 2 5 0 2 1
Ⅴ or Ⅵ 1 1 1 1 3 2 2
Ⅵ 0 2 2 3 2
Ⅶ 1 1 0 1
Ⅵ or Ⅶ 0 1 1 2 2 2
Ⅵ or Ⅷ 1 1 0
Ⅷ 0 1 1 2 1
Ⅸ 6 4 10 1 1 3 1 4 1 11 41 12 6
B 0 2 3 1 3 1 10 5 7 1
B 古手 0 0
C1 1 1 2 4 2 8 16 26 24 4
C1 新 0 0
C2 0 2 2 1
枢府系 0 0
腰折皿 14c. 0 0
腰折皿 15c. 0 0
輪花皿 （白堆線） 0 0
端反皿 0 0
端反皿 漳州窯系 0 0
菊花皿 0 0
菊花皿 漳州窯系 0 0
菊皿 0 0 3
菊皿 漳州窯系 0 0
小皿 12 ～ 13c. 0 0
浦口窯系？（庄辺窯？） 0 0
ビロースクⅢ 0 0
鍔皿 0 0
不明 12c. 1 1 1 1
不明 16c. （染付皿 E 相当） 0 0 5 1
不明 2 4 6 2 2 2 4 5

碗 or 皿 不明 12c. 1 1 0
大皿 端反 C1 相当 0 0
小碗 0 1 1 1
杯 B 面取杯 0 0 5 6

腰折杯 Ⅸ 0 0
腰折杯 B 0 0

小杯 B 0 1 1
不明 0 0 1 1

合子 2 4 6 2 2 4
水注 0 0
四耳壺 1 1 1 1 1 1 4 6 1
壺 1 1 0 1 2
小壺 0 1 1 1
袋物 0 1 1 3
不明 6 6 1 2 3 26 15 9

白　磁　計 3 26 104 6 1 15 3 158 6 12 153 1 16 2 37 3 230 253 123 82
青白磁 皿 12c. 0 0

腰折皿 0 0
小碗 0 0 2
梅瓶 0 0
水注 0 0 1
壺 0 0
小壺 0 1 1 1
袋物 0 0
合子 0 1 1

青　白　磁　計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2 4 0 0
染付 碗 B 1 1 1 3 4 4

C 2 1 3 1 5 6 9 6 2
C 漳州窯系 0 1 1 2
D 0 0
E 1 1 1 1 3 3
E 漳州窯系 0 0
内彎系 漳州窯系 0 0
不明 漳州窯系 1 1 0
不明 0 5 2 1 1 9 2 1 1

皿 B1 0 2 3 5 12 7 2
B1 漳州窯系 0 0
B2 0 0
B2 漳州窯系 0 0
B2 or E 0 1 1 1
C 1 1 3 3 6 2 6
C 漳州窯系 0 1 1 1
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表6　貿易陶磁集計表（2－1）つづき　
－益田本郷－ －港湾関連－

三宅御
土居 七尾城 計 沖手

W S E 不明 計 県 1 区 県 2 区 県 3 区 県 4 区 県 5 区 県 1・
2 区境

県 2 ～
4 区 県不明 市 1 区 市 2 区 市 3 区 市 4 区 市 5 区 市 6 区 市 7 区 市 8 区 市 9 区 市 10

区
市 11
区

1 5 5 5 17 8 8 5 2 1 5 5 12 7 12 5 15
2 3 52 52 52 102 51 134 34 1 10 6 4 1 9 27 91 72 65 23 16 197

0 0 41 10 43 21 7 1 2 11 16 20 1 1 31
2 3 67 67 67 34 18 36 17 3 7 1 1 5 45 67 135 64 27 13 129

3 8 8 8 4 1 7 1 1
1 3 9 9 9 2 3 1

4 9 9 9 26 24 28 15 1 10
0 0 1 1
1 1 1
7 7 7 8 3 4 1 1 4 8 11 4 1 3 11
4 4 4 2 1 3 1 1 1 1 2 2 2 5
0 0 1
0 0 1
1 1 1 2 1 1 1 3 1 3 1 1
1 1 1 1

2 4 4 4
2 2 2 127 52 156 40 9 84

1 1 17 73 73 73 9 2 2 1 25 101 272 234 69 10 7 191
0 0 1 1 3 2 2

1 5 5 5 1 1 5 1 1 2 1 4 1 2
0 0 2 2 1 1 1 1 4 3 1 2 8
3 3 3 12 4 1 3 1

1 8 8 8 1
1 1 7 7 7 6 1 9 4 2 1 3

1 1 1 1 1 2 1 1 1 1
6 6 6
0 0 6 4 2 10
3 3 3 4 18 7 4 1 2 2 2 2 12 5 4 5

1 2 62 62 62 15 10 19 13 4 6 1 6 18 42 58 34 10 18 20
2 15 15 7 22 10 7 17 9 1 1 15 13 8 7 17 19

0 0 3 1 1
1 2 4 61 61 13 74 8 9 22 12 5 5 1 1 2 2 29 18 3 2 13 12

0 0
1 1 1 1
0 0 3 2
0 0 1
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
3 3 5 8 2 1
0 0
0 0 1
0 0 1 1
0 0 1
0 0
0 0 1 1 1
6 6 1 7 1

1 4 16 16 60 76 1 3 1 3 16 8 1 1 4
1 1 1 1 15 32 12

0 0
1 2 2 2 1

11 11 11 1 1 2 2 2 1 1
0 0
0 0
0 0 1
2 2 14 16 1 1
4 4 4 1 1 1 1 2 2 1 3 6
0 0 1 1 3 1 2
7 7 7 3 1 1 1 2 7 3 5 1 8 14

1 4 4 4 1 5
1 1 3 4 3 2 2
3 3 3

1 2 19 72 72 4 76 14 2 1 2 5 1 2 1 2 10 5 1
0 10 10 69 547 547 108 655 457 234 541 207 0 1 50 128 12 6 53 0 235 608 618 311 111 116 683

1 1 1 1 1
0 0 1
2 2 2 1
0 0 2
1 1 1

1 1 1 1
1 1 1 1 1 1
0 0
0 0 1 2 1 2 4 4

0 0 0 2 6 6 0 6 0 2 3 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 5 4 1 0 3
4 4 4 3 2 1 1

1 9 27 27 12 39 1 7 8 8 1 1 2 23 8 2 3 3 6
0 0 2 1 6 4 1 3 1 2 2
0 0 1

1 7 7 54 61 2 6 3 1 1 1 2 11 3 1 2
0 0
0 0
0 5 5 3 1 4 1 1 1 1
4 4 20 24 2 2 2 4 2 1 2

1 5 27 27 11 38 4 1 4 1 2
0 0 3
0 3 3 1 1
0 0
1 1 1

2 10 10 17 27 1 4 1 1 2 1 4
1 1 1 1 3 3 1 1
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－港湾関連－

産地 種類 器種
　　　　　　　遺跡名

分類

中須東原
市 5 ～
7 区

市 6・
7 区

市 7・
8 区

市 9・
10 区 市区外 市ナフ

コ 市不明 沖手計 西区北
部

西区中
部

東区北
部

西区南
西部

西区南
部

10 次
調査 Ａ区 Ｂ区 Ｃ区 Ｄ区 Ｅ区 Ｇ区

中国 白磁 碗 Ⅱ 1 12 1 116 1 1 1
Ⅳ 1 3 6 71 14 938 6 1 2 3 1 1
Ⅳ or Ⅴ 1 3 209
Ⅴ 1 4 71 11 689 3 3 1 6 1 2 1
Ⅴ？ 2 16 1
Ⅴ -4 6 2 2 3 1
Ⅴ or Ⅷ 104 2 5 1 2 6 5
Ⅵ 2
Ⅶ 0 1 1
Ⅷ 6 65 1 1 1 1
Ⅸ 1 22 4
浦口窯系 1
ビロースクⅡ 1
ビロースクⅢ 1 13
ビロースク不明 1 1
端反碗 0 1
不明 12c. 468 2 16 1 2 5 3 3
不明 7 3 13 89 24 1059 1 7 2 2 3 6 1 1

皿 Ⅱ 9
Ⅲ 19
Ⅳ 26
Ⅴ 1 1 23 1 1
Ⅴ or Ⅵ 1
Ⅵ 26 1
Ⅶ 2 10
Ⅵ or Ⅶ 0 1 1
Ⅵ or Ⅷ 22 1 2 1 1 1
Ⅷ 2 2 72 1 1 1
Ⅸ 2 2 5 3 286 9 87 14 3 19 38 4 3 4 3 5
B 1 125 6 37 8 8 21 50 5 1
B 古手 5
C1 1 2 3 1 151 15 63 16 40 214 225 4 1 18
C1 新 0 1 1 2
C2 1 2 1 1 2
枢府系 5 1 1
腰折皿　14c. 1 2
腰折皿　15c. 0 1 2 3
輪花皿 （白堆線） 0 1
端反皿 0 1
端反皿 漳州窯系 0 1 1
菊花皿 0 2 3 12
菊花皿 漳州窯系 0 2
菊皿 3 1 5 2 1
菊皿 漳州窯系 0 2 2
小皿 12 ～ 13c. 1 1
浦口窯系？（庄辺窯？） 2
ビロースクⅢ 1
鍔皿 0 1
不明 12c. 3
不明 16c. （染付皿 E 相当） 1
不明 38 4 6 3 1

碗 or 皿 不明　12c. 59
大皿 端反 C1 相当 0 1
小碗 1
杯 B 面取杯 1 1 12 2 5 3 1 2 6

腰折杯　Ⅸ 0 1 9 6 1 2 2
腰折杯　B 0 1 1

小杯 B 1 1 1
不明 2 4 2 5 6

合子 1 19 5 2 1 1 2
水注 8
四耳壺 46 3 1 3 3 4 3
壺 6
小壺 7 1
袋物 0
不明 25 71 14 2 9 13 3 3

白　磁　計 11 9 0 0 31 293 59 4774 50 285 63 76 323 404 5 6 18 6 3 32
青白磁 皿 12c. 1 1 1 4

腰折皿 1
小碗 1
梅瓶 2 1
水注 0
壺 0
小壺 3
袋物 0 1
合子 14 1 1 1

青　白　磁　計 0 0 0 0 0 0 0 22 0 3 0 0 2 1 0 4 1 0 0 0
染付 碗 B 7 2 2

C 1 1 75 2 16 5 5 77 75 3 1 13
C 漳州窯系 22 1 1 4 10 1
D 1 1
E 33 1 19 1 5 44 68 2 13
E 漳州窯系 0 2 6 1 1 3 13 1
内彎系 漳州窯系 0 10 3
不明 漳州窯系 1 13 4 14 3 8 56 23 1
不明 2 17 2 9 2 5 43 40 1

皿 B1 1 13 1 9 4 4 19 25 1 1 4
B1 漳州窯系 3 1
B2 2 2 1 2 12 8 3 2
B2 漳州窯系 0 2
B2 or E 0 1
C 1 15 1 12 10 24 23 1 1 1 3
C 漳州窯系 1 10 2 2 7 2

表6　貿易陶磁集計表（2－2）　
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表6　貿易陶磁集計表（2－2）つづき　

沖手 中須東
原

中須西
原

専光寺
脇 平田 浜寄 ･

地方 計 総 計

Ｈ区 Ｉ区 Ｊ区 Ⅰ区 Ⅱ区 区外グ
リッド 不明 計

3 116 3 2 121 129
1 1 16 938 16 5 1 960 1108

0 209 1 210 226
3 1 21 689 21 14 724 886

1 16 1 4 21 39
8 6 8 2 16 30

21 104 21 125 134
0 2 2 2
2 2 2 3
4 65 4 69 83

1 5 22 5 1 28 35
0 1 1 1
0 1 1 2 2
0 13 11 24 27
1 1 1 4 6 7
1 1 1 5

4 36 468 36 4 508 510
1 24 1059 24 15 1098 1218

0 9 9 9
0 19 19 24
0 26 26 30

1 3 23 3 1 27 35
0 1 1 11
1 26 1 27 36
0 10 10 12
2 2 1 3 10
6 22 6 1 29 30
3 72 3 1 76 80

1 3 5 198 286 198 23 507 590
5 5 2 1 1 150 125 150 155 430 462

0 5 5 5
13 5 2 2 3 6 4 631 151 631 134 7 923 1014

4 4 4 4
4 2 4 1 7 10

1 3 5 3 4 12 12
2 1 2 3 3
6 6 2 8 8
1 1 1 1
1 1 3 4 4
2 2 2 2

1 18 18 1 19 19
2 2 2 2

1 2 12 3 12 4 19 27
1 5 5 8 13 13

1 1 1 2 2
0 2 2 2
0 1 1 2 2
1 1 1 1
0 3 3 5
0 1 1 8

14 38 14 52 136
0 59 59 61
1 1 1 1
0 1 9 10 13

19 12 19 10 41 52
21 21 21 21
2 2 7 9 9
2 1 2 3 6 7

1 18 2 18 5 25 41
1 1 13 19 13 3 35 47

0 8 8 8
17 46 17 3 66 78
0 6 6 11
1 7 1 8 13
0 4

2 2 48 71 48 8 127 212
19 17 2 6 6 17 17 1355 4774 1355 452 0 8 0 6589 7632

6 1 6 7 8
0 1 1 1
0 1 1 3
1 2 1 3 3
0 1
0 1
0 3 3 5
1 1 1 2 2
3 14 3 17 18

0 0 0 0 0 0 0 11 22 11 1 0 0 0 34 42
1 5 7 5 1 13 22

3 4 2 3 7 216 75 216 31 322 370
3 20 22 20 5 1 48 50

1 1 1 2 2
5 2 2 3 1 166 33 166 29 1 229 292

27 27 2 29 29
13 13 13 13

2 111 13 111 8 132 138
1 4 1 108 17 108 5 130 163

1 1 1 71 13 71 28 1 113 156
1 3 1 4 4

2 2 34 2 34 36 39
2 4 4 4 4

1 1 1 2 4
8 3 1 4 92 15 92 20 127 161
1 14 10 14 3 1 28 30
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表6　貿易陶磁集計表（3－1）　
－高津川流域－ －東仙道－ －益田本郷－

産地 種類 器種
　　　　　　　遺跡名

分類

河成 羽場 中小路 大畑 家下 丸山 屋加田 計 上久々
土居跡 大峠 酒屋原 龍光 下都茂

原 大石前 大年ノ
元 唐干田 計 三宅御

土居
A 地区 B 地区 N

中国 染付 皿 E 1 1 1 1 1 8
E 漳州窯系 0 0
内彎皿 漳州窯系 0 0
鍔皿 0 0
鍔皿 漳州窯系 0 0
不明 漳州窯系 0 2 1 3 1
不明 0 0 2 1 1

碗 or 皿 漳州窯系 0 0
盤 15c. 0 0
大皿 漳州窯系 0 0

不明 0 0
大鉢 漳州窯系 0 0
小鉢 0 0
小杯 0 0
筒形碗 0 0
壺・瓶 漳州窯系 0 0

不明 0 0
不明 0 1 1 2

染　付　計 0 2 4 0 2 0 0 8 13 10 0 0 0 0 17 1 41 38 32 6
陶器 天目茶碗 1 1 2 5 3 8 2 4 2

茶入 鉄釉 0 0
型押小皿　 華南　緑釉 0 0 1
小皿 翡翠釉 0 0
小杯 0 0
盤 黄釉 0 0 6
四耳壺 褐釉 0 0 13 4 1
壺 褐釉 5 5 1 2 3 11 14 6

黄褐釉 12 ～ 13c. 0 0
黄釉 12 ～ 13c. 0 0 5
雑釉 0 0
南方 0 0
不明 2 2 1 1 28 12 2

大型壺 褐釉 0 0 3 3
甕 0 0
壺 or 甕 雑釉 0 1 1
長頸瓶 褐釉 0 0

不明 1 1 0
長胴瓶 褐釉 1
鉢 黄褐釉 12 ～ 13c. 0 0

不明 2 2 1 1 1
焼締鉢 12 ～ 13c. 0 0

不明 0 0
焼締瓶 0 0 1
瓶　褐釉 1 1 4 4 1
瓶　タタキ 0 0
小壺  褐釉 0 0
袋物 0 0 2
水注 1 1 0
不明 1 1 0 1 2 1

陶　器　計 0 10 4 0 0 1 0 15 9 0 1 0 5 0 3 0 18 68 47 12
中　国　産　計 9 52 229 15 12 54 6 377 153 65 219 3 81 11 162 7 701 723 437 230

高麗 青磁 碗 象嵌 0 1 1
皿 象嵌 0 0
鉢 象嵌 0 0
袋物 象嵌 0 0
壺 玉壺春 象嵌 14c. 0 0
瓶 象嵌 0 0

高　麗　産　計 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
朝鮮 青磁 碗 1 1 0 1

皿 0 0
鉢 0 0
梅瓶 象嵌 0 0

白磁 碗 不明 0 0
軟質 15 ～ 16c. 0 0

小碗 0 0
皿 0 0
坏 0 0

陶器 碗 粉青沙器　 2 2 1 5 6 1
灰青釉 0 1 1
不明 1 8 1 10 0 2 7

小碗 粉青沙器　 0 0
灰青釉 0 0
不明 0 0

皿 粉青沙器　 0 0
灰青釉 0 1 3 4
刷毛目 0 0
不明 3

小碗 or 皿 灰青釉 0 1 1
鉢 0 0
玉壺春 粉青沙器　 0 0
壺 焼締め 0 0
瓶 粉青沙器　 0 0

不明 1 1 0 2
タタキ瓶 0 1 1 4 7 2
香炉 焼締め 0 0
不明 灰青釉 0 0

不明 0 0 2
朝　鮮　産　計 1 0 11 0 1 1 0 14 1 5 2 0 0 1 4 0 13 10 19 2

ベトナム 白磁 碗 0 0
陶器 皿 鉄絵？ 0 0

ベ　ト　ナ　ム　産　計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
タイ 陶器 壺 0 1 1

計 10 52 240 15 13 55 6 391 155 70 221 3 81 12 167 7 716 733 456 232
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表6　貿易陶磁集計表（3－1）つづき　
－益田本郷－ －港湾関連－

三宅御
土居 七尾城 計 沖手

W S E 不明 計 県 1 区 県 2 区 県 3 区 県 4 区 県 5 区 県 1・
2 区境

県 2 ～
4 区 県不明 市 1 区 市 2 区 市 3 区 市 4 区 市 5 区 市 6 区 市 7 区 市 8 区 市 9 区 市 10

区
市 11
区

1 10 10 15 25 1 2 1 3 1 3 2 2
0 0 1 2
0 0
0 0
0 0
1 1 1 3 1 1 1

1 5 5 1 6 1 1
0 0 2
0 0 1
0 0
0 0
0 0
0 0
0 4 4
0 0
0 0
0 1 1
0 4 4

0 2 0 19 97 97 147 244 6 12 51 22 0 0 1 6 0 0 2 1 7 56 19 9 8 9 23
2 10 10 2 12 17 2 1 1 3 2 2 2 1 1 4
1 1 1 1 2 1

1 1 7 8
0 3 3
0 2 2

2 8 8 8 2
3 21 21 21 1 1

31 31 31 4 8 1 1 1 1
0 0 4 6 2 13 1

1 6 6 6 9 10 6 9 2
0 0 10 20 17 5 8 1
0 0 1

1 1 4 48 48 48
1 7 7 7 1 1 37 3 2

0 0 1
0 0 6 11 3
0 0 1 2
0 0

1 2 2 2 2
0 0 1
1 1 1 1
0 0 3 1 10 1 4
0 0 1 10 5 3 1 2

1 2 2 2 1 1
1 1 1
0 0
0 0
2 2 2 1

1 1 1 1 1
4 4 4 2 1

0 1 1 17 146 146 14 160 57 73 84 34 0 1 3 23 0 0 0 0 6 3 3 8 1 1 6
2 23 21 184 1620 1620 318 1938 795 748 936 489 1 3 61 193 15 15 88 2 450 1057 1106 660 228 277 1198

0 0 1 1 3 1
0 0 2
0 0 1
0 0 1
0 0 1
0 0 1 1 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0 3 0 0 0 0 0 1 1 0 1 4 2
1 1 1 2
0 0
0 0
0 0

4 4 4 4 1 1 3 1 1
0 0 1 4 2 1 2
0 0 1
0 0
0 0
1 1 1 1 3 5 1 4 1

5 5 5 5 1 3 4 5 1 4 1 5
1 10 10 10

0 0
0 0 2 2 2 1 1
0 2 2
0 0
0 0 1 10 1 4 2 1 3
0 0

1 4 4 4
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
2 2 1 3 1

2 15 15 15 3 2 1
0 0
0 0 3 1
2 2 2 2 5 4

0 2 0 11 44 44 3 47 10 5 30 16 0 1 0 3 1 0 0 0 3 14 8 3 5 5 7
0 0
0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
1 1 1 1

2 26 21 195 1665 1665 321 1986 805 753 967 508 1 4 61 199 16 15 88 2 453 1072 1115 663 234 286 1207
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－港湾関連－

産地 種類 器種
　　　　　　　遺跡名

分類

中須東原
市 5 ～
7 区

市 6・
7 区

市 7・
8 区

市 9・
10 区 市区外 市ナフ

コ 市不明 沖手計 西区北
部

西区中
部

東区北
部

西区南
西部

西区南
部

10 次
調査 Ａ区 Ｂ区 Ｃ区 Ｄ区 Ｅ区 Ｇ区

中国 染付 皿 E 15 4 18 5 5 50 55 4 13
E 漳州窯系 3 1 1 8 4
内彎皿 漳州窯系 0 2 1 17 3
鍔皿 0 1 1 9 3 2
鍔皿 漳州窯系 0 8 2 1
不明 漳州窯系 1 1 8 3 10 16 1 2
不明 2 6 1 9 10

碗 or 皿 漳州窯系 2 1 1 3 1
盤 15c. 1
大皿 漳州窯系 0 1 1

不明 0 1 1
大鉢 漳州窯系 0 1 1
小鉢 0
小杯 0 1 1 2
筒形碗 0 2 2
壺・瓶 漳州窯系 0

不明 0
不明 0 4 4 2 15 17 2

染　付　計 0 0 0 0 1 6 3 242 27 124 25 52 428 417 4 4 14 1 0 58
陶器 天目茶碗 3 39 1 2 1 1

茶入 鉄釉 1 4 1 1
型押小皿　 華南　緑釉 0
小皿 翡翠釉 0 1
小杯 0
盤 黄釉 2
四耳壺 褐釉 2
壺 褐釉 16

黄褐釉 12 ～ 13c. 26
黄釉 12 ～ 13c. 36
雑釉 61
南方 1
不明 0 1

大型壺 褐釉 44
甕 1
壺 or 甕 雑釉 20
長頸瓶 褐釉 3

不明 0
長胴瓶 褐釉 2
鉢 黄褐釉 12 ～ 13c. 1

不明 1
焼締鉢 12 ～ 13c. 19

不明 22 1
焼締瓶 2
瓶　褐釉 0 2
瓶　タタキ 0 1 1
小壺  褐釉 0
袋物 1
水注 1
不明 3

陶　器　計 0 0 0 0 0 4 0 307 0 2 0 0 1 6 0 0 2 0 1 2
中　国　産　計 18 17 1 0 62 580 118 9118 235 1210 252 281 1207 1398 16 40 95 30 19 179

高麗 青磁 碗 象嵌 2 8 1
皿 象嵌 2
鉢 象嵌 1
袋物 象嵌 1
壺 玉壺春 象嵌 14c. 1
瓶 象嵌 5

高　麗　産　計 0 0 0 0 0 2 0 18 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
朝鮮 青磁 碗 2 4

皿 0
鉢 0
梅瓶 象嵌 0 1

白磁 碗 不明 7 2 1
軟質 15 ～ 16c. 1 11

小碗 1 2
皿 0 1 2 3 1
坏 0 1

陶器 碗 粉青沙器　 15 1 1 3
灰青釉 24 3 2 6 1 4
不明 0

小碗 粉青沙器　 0
灰青釉 8 2 4
不明 0

皿 粉青沙器　 0 2 1
灰青釉 2 24 5 3 4 1 5 1 8
刷毛目 1 1
不明 0

小碗 or 皿 灰青釉 0 3 14 7
鉢 0 1
玉壺春 粉青沙器　 0
壺 焼締め 0 1 1
瓶 粉青沙器　 0

不明 1 1
タタキ瓶 1 7 2 1 3 5 1 2 7
香炉 焼締め 0 1
不明 灰青釉 4

不明 11
朝　鮮　産　計 0 0 0 1 1 0 3 116 0 13 8 0 25 39 1 1 8 1 0 29

ベトナム 白磁 碗 0
陶器 皿 鉄絵？ 0 1

ベ　ト　ナ　ム　産　計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
タイ 陶器 壺 0 1

計 18 17 1 1 63 582 121 9252 235 1223 260 281 1233 1438 17 41 103 31 19 209

表6　貿易陶磁集計表（3－2）　
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沖手 中須東
原

中須西
原

専光寺
脇 平田 浜寄 ･

地方 計 総 計

Ｈ区 Ｉ区 Ｊ区 Ⅰ区 Ⅱ区 区外グ
リッド 不明 計

6 3 1 164 15 164 22 201 228
1 1 16 3 16 2 1 22 22

23 23 23 23
16 16 1 17 17
11 11 3 14 14

1 33 8 33 5 46 50
1 27 2 27 3 32 38

1 7 2 7 9 9
0 1 1 2 2

1 3 3 1 4 4
2 2 2 4 4
2 2 2 4 4

1 1 1 1 1
1 5 5 2 7 11

4 4 4 4
0 8 8 8
0 4 4 5

1 3 48 48 1 49 55
32 18 6 3 0 30 3 1246 242 1246 190 0 5 0 1683 1976

2 1 8 39 8 45 92 114
2 4 2 1 7 8

1 1 1 1 2 10
1 2 2 2 5

0 2
0 2 2 10

1 1 2 2 2 4 25
0 16 16 55
0 26 26 26
0 36 36 42
0 61 61 61
0 1 1 1

1 2 2 1 3 54
0 44 44 51
0 1 1 2 2
0 20 20 21
0 3 3 3
0 0 1
0 2
0 1 1 1
0 1 1 5
0 19 19 19

1 2 22 2 3 27 27
0 2 2 4

1 3 3 3 9
2 2 2 2

1 1 1 1 1
0 1 1 3
0 1 1 3
0 3 3 6 11

0 4 0 0 2 3 2 25 307 25 55 0 0 0 385 576
69 77 11 32 23 94 33 5301 9118 5301 2166 1 18 0 16602 19616

1 2 8 2 4 14 15
0 2 1 3 3
0 1 6 7 7
0 1 1 1
0 1 1 1
0 5 1 6 6

0 0 0 0 1 0 0 2 18 2 12 0 0 0 32 33
1 5 2 5 4 11 13

0 2 2 2
0 2 2 2
1 1 1 1

1 2 1 1 8 7 8 28 43 47
0 11 11 11
2 1 2 1 4 4

1 1 9 9 52 61 61
1 1 1 2 2

2 7 15 7 30 52 61
16 24 16 56 96 102
0 15 15 35
0 6 6 6

1 7 8 7 4 19 19
0 2 2 4

1 4 4 18 22 22
2 1 30 24 30 77 131 135

0 1 1 1
0

24 24 24 25
1 2 2 1 3 3

0 0 0
2 2 2 4 4

1 1 2 2 3 5 5
1 1 1 4 6 10

1 1 4 1 28 7 28 53 88 104
1 1 1 1
0 4 4 8 8
0 11 2 13 15

1 6 1 0 6 7 4 150 116 150 367 0 0 0 633 703
0 8 8 8
1 1 11 12 12

0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 19 0 0 0 20 20
1 1 1 3

70 83 12 32 30 101 37 5455 9252 5455 2564 1 18 0 17288 20375

表6　貿易陶磁集計表（3－2）つづき　



432

国立歴史民俗博物館研究報告
第 245集　2024年 2月

表7　中国産磁器時期別一覧表（1）　

遺跡名 種類 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ a 期 Ⅳ b 期 Ⅴ期 Ⅵ期 計 12 ～ 13c. 13 ～ 14c. 14c. 14 ～ 15c. 15c. 15 ～ 16c. その他・ 
不明 総計

河成遺跡
青磁

2.5
6

6.5 0 0 0 0 0
6

9 0 0 0 0 0 0 0
6

9白磁 2.5 0.5 3 3
染付 0 0

羽場遺跡
青磁

10
12

23
1

1 1 0
1

1 0
14

36 0 0 0 0 0 2 4
14

42白磁 10 11 1 22 4 26
染付 0 2 2

中小路遺跡
青磁

32
58

84
34

42
3.5

3.5
5.5

6.5
2

6 0
103

174 14 0 0 0 0 0
14

37
117

225白磁 32 26 8 1 67 14 23 104
染付 1 3 4 4

大畑遺跡
青磁

2
3

3
3

7
2

2
1

1 0 0
9

15 0 0 0 0 0 0 0
9

15白磁 2 4 6 6
染付 0 0

家下遺跡
青磁

1
1

1
1

1
1

1
1

1
4

5 1
8

11 0 0 0 0 0 0
1

1
9

12白磁 1 1 1
染付 1 1 2 2

丸山遺跡
青磁

6
33

41
5

6 0 0 0 0
38

53 0 0 0 0 0 0 0
38

53白磁 6 8 1 15 15
染付 0 0

屋加田遺跡
青磁

3
2

2
1

1 0 0 0 0
3

6 0 0 0 0 0 0 0
3

6白磁 3 3 3
染付 0 0

高津川流域 
総計

青磁 0
56.5

115
160.5

45
58

6.5
7.5

7.5
8.5

7
12

0
1

181
304

0
14

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

15
42

196
362白磁 56.5 45.5 13 1 0 1 0 117 14 0 0 0 0 0 27 158

染付 0 0 0 0 1 4 1 6 0 0 0 0 0 2 0 8

上久々茂土居
跡

青磁
0

1
1

8
9

66
66

27.5
29.5

5.5
11.5 1

108
118 1 0 0 0 0 8

17
17

125
144白磁 1 2 2 5 1 6

染付 4 1 5 8 13

大峠遺跡
青磁

0 2
1

2
7

7
12

17
7

15 2
27

45 0 0 0 0
1

1 3
15

16
43

65白磁 2 1 4 4 11 1 12
染付 1 4 2 7 3 10

酒屋原遺跡
青磁

40
36

110
7

10
2

2
6

6
4

6 0
55

174 0 0 0 0 0 0
8

44
63

218白磁 40 74 3 2 119 36 155
染付 0 0

龍光遺跡
青磁

1 0 0 0
1

1
1

1 0
2

3 0 0 0 0 0 0 0
2

3白磁 1 1 1
染付 0 0

下茂原遺跡
青磁

10
29

33
7

8 0
23

23 0 0
59

74 0 0 0 0 0 0
1

2
60

76白磁 10 4 1 15 1 16
染付 0 0

大石前遺跡
青磁

0 0
1

1
3

3
3

4
1

1 0
8

9 0 0 0 0 0 0
1

2
9

11白磁 1 1 1 2
染付 0 0

大年ノ元遺跡
青磁

6
13

22
16

20
17.5

17.5
21

27
13.5

35.5 0
81

128 0 0 0 0 0 2
24

29
105

159白磁 6 9 4 3 10 32 5 37
染付 3 12 15 2 17

唐干田遺跡
青磁

0 1
3

4 0 1 0 0
3

6 0 0 0 0 0 1 0
3

7白磁 1 1 1 3 3
染付 0 1 1

東仙道 
総計

青磁 0
57

79
169

43
54

95.5
95.5

93.5
108.5

32
70

0
3

343
557

0
1

0
0

0
0

0
0

1
1

0
14

66
110

410
683白磁 57 90 11 0 11 18 0 187 1 0 0 0 0 0 44 232

染付 0 0 0 0 4 20 3 27 0 0 0 0 0 14 0 41

三宅御土居跡 
Ａ地区

青磁 12
60

120
158

41
83.5

14.5
15

8
22

19.5
71.5

3
16

218
426 2 0 0 0 0 5

142
222

360
655白磁 48 38 42.5 0.5 10 28 8 175 2 80 257

染付 4 24 5 33 5 38

三宅御土居跡 
Ｂ地区

青磁 1
12

113
142

26
40

9
10

21.5
34.5

21.5
65.5 12

192
316 0 0 0 0 0 2

43
72

235
390白磁 11 29 14 1 13 25 1 94 29 123

染付 19 11 30 2 32

三宅御土居跡 
Ｎ区

青磁 2
16

60
85

22
29

3
3

5.5
6.5

6.5
14.5 0

99
154 0 0 0 0 0 2

31
62

130
218白磁 14 25 7 1 4 51 31 82

染付 4 4 2 6

三宅御土居跡 
Ｗ区

青磁
0

1
1 0 0 0 0 0

1
1 0 0 0 0 0 0

1
1

2
2白磁 0 0

染付 0 0

三宅御土居跡 
Ｓ区

青磁
3

3
5

2
3 0

1
1

2
5 0

8
17 1 0 0 0 0 0

2
4

10
22白磁 3 2 1 1 7 1 2 10

染付 2 2 2

三宅御土居跡 
Ｅ区

青磁
2

3
3

2
4 0 0

1
3 0

6
12 0 0 0 0 0 0

4
8

10
20白磁 2 2 2 6 4 10

染付 0 0

三宅御土居跡 
不明

青磁 1
6

11
25

7
7

7
7

2
4

5
27 2

33
78 1 0 0 0 0 1

44
87

77
167白磁 5 14 2 6 27 1 43 71

染付 16 2 18 1 19

三宅御土居跡 
総計

青磁 16
99

311
419

100
166.5

33.5
35

38
68

55.5
186.5

3
30

557
1004

0
4

0
0

0
0

0
0

0
0

0
10

267
456

824
1474白磁 83 108 66.5 1.5 26 66 9 360 4 0 0 0 0 0 189 553

染付 0 0 0 0 4 65 18 87 0 0 0 0 0 10 0 97

七尾城跡
青磁

0 0
4

4
3.5

4.5
15.5

22.5
12

65
6

84
41

180 0 0 0 0 0 35
8

89
49

304白磁 1 7 13 6 27 81 108
染付 40 72 112 35 147

益田本郷 
総計

青磁 16
99

311
419

104
170.5

37
39.5

53.5
90.5

67.5
251.5

9
114

598
1184

0
4

0
0

0
0

0
0

0
0

0
45

275
545

873
1778白磁 83 108 66.5 2.5 33 79 15 387 4 0 0 0 0 0 270 661

染付 0 0 0 0 4 105 90 199 0 0 0 0 0 45 0 244

高津川流域・
東仙道・益田
本郷　総計

青磁 16
212.5

505
748.5

192
282.5

139
142.5

154.5
207.5

106.5
333.5

9
118

1122
2045

0
19

0
0

0
0

0
0

1
1

0
61

356
697

1479
2823白磁 196.5 243.5 90.5 3.5 44 98 15 691 19 0 0 0 0 0 341 1051

染付 0 0 0 0 9 129 94 232 0 0 0 0 0 61 0 293
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［中世益田の貿易陶磁調査]……村木二郎・池谷初恵・小野正敏・小出麻友美・佐々木健策・鈴木康之・水澤幸一

遺跡名 種類 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ a 期 Ⅳ b 期 Ⅴ期 Ⅵ期 計 12 ～ 13c. 13 ～ 14c. 14c. 14 ～ 15c. 15c. 15 ～ 16c. その他・ 
不明 総計

沖手遺跡 
県 1 区

青磁
150.5

139
236.5

53
72

13
13

12.5
26.5

13.5
24.5

1
4

232
527 143 0 0 0 0 0

43
68

275
738白磁 150.5 97.5 19 14 8 289 143 25 457

染付 3 3 6 6

沖手遺跡 
県 2 区

青磁
69

312
383

55
66

8
9

9
17

9
28 0

393
572 52 0 1 0 0 2

34
48

427
675白磁 69 71 11 1 8 9 169 52 1 14 236

染付 10 10 2 12

沖手遺跡 
県 3 区

青磁
175.5

107
213.5

48
70

19
19

18
41

15.5
66.5

0.5
11.5

208
597 188 0 0 0 0 10

49
57

257
852白磁 175.5 106.5 22 20 22 2 348 188 8 544

染付 3 29 9 41 10 51

沖手遺跡 
県 4 区

青磁
55.5

64
114.5

40
54

38
39

34.5
47.5

16.5
42.5 4

193
357 53 0 0 0 0 4

32
41

225
455白磁 55.5 50.5 14 1 13 12 146 53 9 208

染付 14 4 18 4 22

沖手遺跡 
県 5 区

青磁 1 1
1

1
1白磁 0 0

染付 0 0

沖手遺跡 
県 1・2 区境

青磁
1

1
1 0 0 0 0 0

1
2 0 0 0 0 0 0 0

1
2白磁 1 1 1

染付 0 0

沖手遺跡 
県 2 ～ 4 区

青磁
13.5

1
12.5

1
5

1
1

1
2

1
6 1

5
41 10 0 0 0 0 0

2
7

7
58白磁 13.5 11.5 4 1 5 35 10 5 50

染付 1 1 1

沖手遺跡 
県不明

青磁
14

22
39

7
13 0 2

1
8 1

30
77 84 0 0 0 0 1

5
8

35
170白磁 14 17 6 5 42 84 3 129

染付 2 2 1 5 1 6

沖手遺跡 
市 1 区

青磁
4.5

2
3.5 2 0 0 1 0

2
11 0 0 0 0 0 0

1
4

3
15白磁 4.5 1.5 2 1 9 3 12

染付 0 0

沖手遺跡 
市 2 区

青磁
2

3
4

1
1 0 1 1 0

4
9 0 0 0 0 0 0

5
6

9
15白磁 2 1 1 1 5 1 6

染付 0 0

沖手遺跡 
市 3 区

青磁
10

12
20

10
16 0

4
4 3 1

26
54 0 0 0 0 0 0

7
34

33
88白磁 10 8 6 2 26 27 53

染付 1 1 2 2

沖手遺跡 
市 4 区

青磁
0 0 0 0 0 0 1

0
1 0 0 0 0 0 0

1
1

1
2白磁 0 0

染付 1 1 1

沖手遺跡 
市 5 区

青磁
42.5

80
139.5

41
60

13
13

10
10

1
8 2

145
275 0 0 0 0 0 0

57
169

202
444白磁 42.5 59.5 19 2 123 112 235

染付 5 2 7 7

沖手遺跡 
市 6 区

青磁
125

121
208

78.5
121.5

25.5
29.5

29.5
50.5

15.5
72.5 16

270
623 0 0 0 0 1 9

118
421

388
1054白磁 125 87 43 4 17 30 1 307 303 610

染付 4 27 15 46 1 9 56

沖手遺跡 
市 7 区

青磁 1
106

181
349

92
153

20.5
23.5

25.5
40.5

8
37 4

328
713 1 0 0 0 0 3

133
386

461
1103白磁 105 168 61 3 14 18 369 1 253 623

染付 1 11 4 16 3 19

沖手遺跡 
市 8 区

青磁
78.5

117
211.5

84
120.5

18.5
23

20.5
29.5

2
7 4

242
474 0 0 0 0 0 2

86
176

328
652白磁 78.5 94.5 36.5 4.5 8 3 225 90 315

染付 1 2 4 7 2 9

沖手遺跡 
市 9 区

青磁 2
41.5

27
61.5

25
37

23
26

16
23

1
8 2

94
199 0 0 0 0 0 1

13
27

107
227白磁 39.5 34.5 12 3 7 2 98 14 112

染付 5 2 7 1 8

沖手遺跡 
市 10 区

青磁
23

24
41

33
51

38.5
39.5

33.5
50.5

5
23 2

134
230 1 0 0 0 0 2

17
43

151
276白磁 23 17 18 1 17 13 89 1 26 116

染付 5 2 7 2 9

沖手遺跡 
市 11 区

青磁
240.5

205
367.5

75
101

28
29

35.5
58.5

17
42

5.5
10.5

366
849 0 0 0 0 0 0

117
343

483
1192白磁 240.5 162.5 26 1 20 12 1 463 223 686

染付 3 13 4 20 3 23

沖手遺跡 
市 5 ～ 7 区

青磁
1

3
3

2
4 0 0 1 0

5
9 0 0 0 0 0 0

2
9

7
18白磁 1 2 1 4 7 11

染付 0 0

沖手遺跡 
市 6・7 区

青磁
0.5

4
8.5

1
1

2
2 1 0 0

7
13 0 0 0 0 0 0

1
4

8
17白磁 0.5 4.5 1 6 3 9

染付 0 0

沖手遺跡 
市 7・8 区

青磁
0 0

1
1 0 0 0 0

1
1 0 0 0 0 0 0 0

1
1白磁 0 0

染付 0 0

沖手遺跡 
市 9・10 区

青磁
0 0 0 0 0 0 0

0
0 0 0 0 0 0 0 0

0
0白磁 0 0

染付 0 0

沖手遺跡 
市区外

青磁
7

15
22

2
4

1
1 0 3 0

18
37 0 0 0 0 0 0

12
25

30
62白磁 7 7 2 2 18 13 31

染付 1 1 1

沖手遺跡 
市ナフコ

青磁
86.5

171
251.5

29
35

4.5
4.5

3.5
5.5 5 0

208
388 0 0 0 0 0 4

69
184

277
576白磁 86.5 80.5 6 2 3 178 115 293

染付 2 2 4 6

沖手遺跡 
市不明

青磁
16

21
34

8
11

2.5
3.5

0.5
0.5 4

1
1

33
70 0 0 0 0 0 1

23
47

56
118白磁 16 13 3 1 2 35 24 59

染付 2 2 1 3

沖手遺跡 
総計

青磁 3
1263.5

1633
2725.5

686.5
999

256
275.5

253.5
410.5

106
391

8
65

2946
6130

0
532

0
0

0
1

0
0

0
1

0
39

827
2108

3773
8811白磁 1260.5 1092.5 312.5 19.5 143 153 4 2985 532 0 1 0 0 0 1278 4796

染付 0 0 0 0 14 132 53 199 0 0 0 0 1 39 3 242

表7　中国産磁器時期別一覧表（2）　
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表7　中国産磁器時期別一覧表（3）　

遺跡名 種類 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ a 期 Ⅳ b 期 Ⅴ期 Ⅵ期 計 12 ～ 13c. 13 ～ 14c. 14c. 14 ～ 15c. 15c. 15 ～ 16c. その他・ 
不明 総計

中須東原遺跡 
西区北部

青磁
1.5

48
56.5

18 6
6

8
17

15
34

1
10

96
153 2 0 0 0 0 14

62
66

158
235白磁 1.5 8.5 10 9 15 44 2 4 50

染付 4 9 13 14 27

中須東原遺跡 
西区中部

青磁
9

235
248

123 34
34

56
101

84
189

1
50

533
850 17 0 0 0

3
4 38

260
299

796
1208白磁 9 13 96 43 66 3 230 17 1 1 39 288

染付 2 39 46 87 37 124

中須東原遺跡 
東区北部

青磁 1
3

26
28

31
51

17
17

23
36

6
32 7

104
174 1 0 0 0

1
1 6

59
70

164
252白磁 2 2 20 11 16 51 1 11 63

染付 2 10 7 19 6 25

中須東原遺跡 
西区南西部

青磁 1
4

36
40

17
21

9
9

6
15

13
73

2
17

84
179 2 0

1
1 0

2
4 17

66
78

153
281白磁 3 4 4 9 40 60 2 2 12 76

染付 20 15 35 17 52

中須東原遺跡 
西区南部

青磁
4.5

44
59.5

37
58.5

34
35.5

50
73

93
435

4
148

262
814 6 0 0 0

5
8 166

186
212

453
1206白磁 4.5 15.5 21.5 1.5 23 216 8 290 6 3 26 325

染付 126 136 262 166 428

中須東原遺跡 
10 次調査

青磁 1
6

49
59

70
114

34.5
36.5

74
130

141.5
514.5

3
175

373
1035 4 0

2
4 0

2
2 121

193
226

570
1392白磁 5 10 44 2 56 231 18 366 4 2 33 405

染付 142 154 296 121 417

中須東原遺跡 
Ａ区

青磁
1

1
1 0

1
1 0

3
8 1

5
12 0 0 0 0 0 2

2
2

7
16白磁 1 4 5 5

染付 1 1 2 2 4

中須東原遺跡 
Ｂ区

青磁
0

3
5

11
15

1
1

5
5

1
5

1
1

22
32 4 0 0 0 0 0

4
4

26
40白磁 2 4 6 4 10

染付 4 4 4

中須東原遺跡 
Ｃ区

青磁 1
1

7
9

15
18 0

17
23

8
12 9

48
72 3 0 0 0 0 2

12
16

60
93白磁 2 3 6 1 12 3 4 19

染付 3 9 12 2 14

中須東原遺跡 
Ｄ区

青磁
0

8
9

2
6

2.5
2.5

1.5
1.5

3
4 0

17
23 0 0 0 0 0 0

6
7

23
30白磁 1 4 5 1 6

染付 1 1 1

中須東原遺跡 
Ｅ区

青磁
0

3
3

2
5 0

1
1

1
1 0

7
10 0 0 0 0 0 0

8
8

15
18白磁 3 3 3

染付 0 0

中須東原遺跡 
Ｇ区

青磁
0

4
4

4
9

5
5

18
20

32
73 34

63
145 0 0 0 0 0 4

24
28

87
177白磁 5 2 18 3 28 4 32

染付 23 31 54 4 58

中須東原遺跡 
Ｈ区

青磁
0

2
2 0 0

5
10

3
32 14

10
58 0 0 0 0 0 3

8
8

18
69白磁 5 13 1 19 19

染付 16 13 29 3 32

中須東原遺跡 
Ｉ区

青磁
1

9
12

4
5

2
3

2
7

7
20 7

24
55 0 0 0 0 0 3

14
15

38
73白磁 1 3 1 1 5 5 16 1 17

染付 8 7 15 3 18

中須東原遺跡 
Ｊ区

青磁
0 0 0 0

1
1

1
6 3

2
10 0 0 0 0 0 0

1
1

3
11白磁 2 2 2

染付 3 3 6 6

中須東原遺跡 
Ⅰ（１）区

青磁
1

4
4

1
1

3
3

3
5

2
7 0

13
21 0 0 0 0 0 0

10
11

23
32白磁 1 2 2 5 1 6

染付 3 3 3

中須東原遺跡 
Ⅱ区

青磁
0

2
2

2
2 0

2
2

1
4

1
1

8
11 0 0 0 0 0 0

7
10

15
21白磁 3 3 3 6

染付 0 0

中須東原遺跡 
区外グリッド

青磁
0

6
7

2
5

3
3

4
6

9
27 9

24
57 0 0 0 0 0 11

20
23

44
91白磁 1 3 1 6 3 14 3 17

染付 1 12 6 19 11 30

中須東原遺跡 
不明

青磁
0

5
6

1
7 0 1

4
8 3

10
25 4 0 0 0 0 1

1
1

11
31白磁 1 6 1 4 1 13 4 17

染付 2 2 1 3

中須東原遺跡 
総計

青磁 4
32

492
555

340
564.5

152
156.5

276.5
454.5

427.5
1484.5

13
489

1705
3736

0
43

0
0

3
5

0
0

13
19

0
388

943
1085

2664
5276白磁 28 63 224.5 4.5 173 642 37 1172 43 0 2 0 6 1 142 1366

染付 0 0 0 0 5 415 439 859 0 0 0 0 0 387 0 1246

中須西原遺跡
青磁

10
94

116
68

95
257

275
308

484
279

504 73
1006

1557 4 0 0 0
3

6 41
459

503
1468

2111白磁 10 22 27 18 175 138 13 403 4 2 44 453
染付 1 87 60 148 1 41 190

専光寺脇遺跡
青磁

0
1

1 0 0 0 0 0
1

1 0 0 0 0 0 0 0
1

1白磁 0 0
染付 0 0

平田遺跡
青磁

1
1

1 0 0
1

1
2

12 2
4

17 0 0 0 0 0 0
1

1
5

18白磁 1 7 8 8
染付 3 2 5 5

浜寄・地方遺
跡

青磁
0 0 0 0 0 0 0

0
0 0 0 0 0 0 0 0

0
0白磁 0 0

染付 0 0

港湾関連 
総計

青磁 7
1306.5

2221
3398.5

1094.5
1658.5

665
707

839
1350

814.5
2391.5

21
629

5662
11441

0
579

0
0

3
6

0
0

16
26

0
468

2230
3697

7911
16217白磁 1299.5 1177.5 564 42 491 940 54 4568 579 0 3 0 8 1 1464 6623

染付 0 0 0 0 20 637 554 1211 0 0 0 0 2 467 3 1683


